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幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
（85）1184
一
、
秋
月
韋
軒
「
北
越
潜
行
」
詩
　
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
会
津
鶴
ケ
城
を
「
官
軍
」
に
明
け
渡
し
た
直
後
、
会
津
藩
の
軍
事
奉
行
添
役
で
あ
っ
た
韋
軒
秋
月
胤かず
永ひさ
は
、「
有
故
潜
行
北
越
。
歸
途
所
得
（
故
有
り
て
北
越
に
潜
行
す
。
帰
途
得
る
所
）」
と
題
す
る
十
二
句
か
ら
成
る
古
詩
を
詠
じ
た
。
こ
れ
は
鶴
ケ
城
明
け
渡
し
の
後
、
猪
苗
代
で
謹
慎
中
で
あ
っ
た
韋
軒
が
、
藩
を
滅
ぼ
さ
ぬ
こ
と
、
藩
主
の
助
命
、
藩
士
の
事
後
の
進
退
な
ど
に
つ
い
て
、
旧
知
の
長
州
藩
士
弘
毅
斎
奥
平
謙
輔
に
願
う
所
が
あ
っ
て
、
河
井
善
順
と
い
う
若
松
真
龍
寺
の
住
職
智
海
の
従
僕
に
身
を
窶
し
て
北
越
に
赴
い
た
折
に
詠
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
今
『
韋
軒
遺
稿
』（
大
正
二
年
刊
）
巻
一
か
ら
私
訓
を
添
え
て
引
用
す
る
。
行
無
輿
兮
歸
無
家　
　
行
く
に
輿こし
無
く 
帰
る
に
家
無
し
國
破
孤
城
亂
雀
鴉　
　
国
破
れ
て 
孤
城 
雀
鴉
乱
る
治
不
奏
功
戰
無
略　
　
治
せ
ん
と
す
る
に
功
を
奏
せ
ず 
戦
ふ
に
略
無
し
微
臣
有
罪
復
何
嗟　
　
微
臣
罪
有
り 
復ま
た
何
を
か
嗟なげ
か
ん
聞
説　
天
皇
元
聖
明　
聞きく
な
ら説
く 
天
皇
元
よ
り
聖
明
我
公
貫
日
發
至
誠　
　
我
が
公 
日
を
貫
く
至
誠
よ
り
発
す
恩
賜
赦
書
應
非
遠　
　
恩
賜
赦
書 
応
に
遠
き
に
非
ざ
る
べ
し
幾
度
額
手
望
京
城　
　
幾
度
か
額
手
し
て 
京
城
を
望
む
思
之
思
之
夕
達
晨　
　
之
を
思
ひ
之
を
思
ひ
夕
べ
よ
り
晨あしたに
達
す
憂
満
胸
臆
涙
沾
巾　
　
憂
ひ
胸
臆
に
満
ち
て
涙 
巾
を
沾うる
ほ
す
風
淅
瀝
兮
雲
惨
憺　
　
風
淅
瀝
と
し
て 
雲
惨
憺
何
地
置
君
又
置
親　
　
何いづ
れ
の
地
に
か
君
を
置
き
又
た
親
を
置
か
ん
　
人
口
に
膾
炙
す
る
名
篇
な
の
で
、
通
釈
は
省
略
す
る
。
　
第
一
句
や
第
十
一
句
に
見
え
る
「
兮
」
字
は
、
語
調
や
間
を
整
え
る
文
字
で
、
『
詩
経
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
古
詩
に
頻
用
さ
れ
る
。
第
九
句
の
「
思
之
」
と
い
う
の
が
、『
詩
経
』
邶
風
「
柏
舟
」
な
ど
に
見
え
る
古
風
な
言
い
回
し
で
あ
る
の
に
対
応
す
る
。
第
五
句
の
「
聞
説
」
の
下
の
闕
字
は
、
以
下
に
続
く
「
天
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
│
│ 
韋
軒
・
弘
毅
斎
・
羽
峰
の
漢
詩
唱
和 
│
│
池
　
澤
　
一
　
郎
1183（86）
皇
」
に
敬
意
を
払
っ
て
の
も
の
で
、
版
本
原
文
で
も
空
白
が
あ
る
。
版
本
原
文
に
は
上
層
欄
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
南
摩
羽
峯
と
豊
島
洞
斎
と
の
二
種
の
評
語
が
見
え
る
。
一
は
「
又
曰
、
一
字
一
涙
、
語
語
發
自
肺
腑
中
、
一
讀
動
人
、（
又
曰
く
、
一
字
一
涙
、
語
々
肺
腑
の
中うち
自よ
り
発
す
。
一
読
す
れ
ば
人
を
動
か
す
）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
評
語
は
本
詩
が
韋
軒
の
肺
腑
の
中
か
ら
ほ
と
ば
し
り
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
、
一
文
字
読
む
毎
に
一
滴
の
涙
を
流
し
て
感
「
動
」
す
る
人
は
羽
峯
そ
の
人
に
他
な
ら
ぬ
が
、「
發
自
肺
腑
中
」
と
い
う
評
語
が
、
本
詩
の
第
六
句
と
呼
応
し
て
い
る
こ
と
も
、
後
に
説
く
こ
と
に
絡
ん
で
看
過
し
え
な
い
。
つ
ま
り
、
会
津
藩
主
松
平
容かた
保もり
の
、
尊
皇
の
精
神
は
、
「
肺
腑
」
＝
至
誠
よ
り
発
す
る
も
の
で
、
決
し
て
官
軍
の
薩
摩
長
州
諸
派
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
こ
こ
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
て
、「
日
を
貫
く
」
と
い
う
述
語
は
、
後
の
羽
峰
の
詩
で
は
、
主
語
と
し
て
「
白
虹
」
を
戴
く
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
「
我
公
」
と
な
っ
て
い
る
。
羽
峰
の
詩
で
は
も
う
ひ
と
つ
「
貫
日
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
そ
の
主
語
は
「
至
誠
」
で
あ
る
。
韋
軒
の
詩
で
は
「
至
誠
」
は
「
貫
日
（
白
虹
）」
の
発
す
る
起
点
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
右
の
韋
軒
の
詩
と
す
ぐ
後
に
引
用
す
る
羽
峰
の
詩
と
を
対
照
す
る
と
、「
我
公
（
松
平
容
保
）」
＝
「
白
虹
」
＝
「
至
誠
」
＝
「
貫
日
」
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
。
そ
し
て
こ
の
「
白
虹
」
は
、
こ
こ
で
は
会
津
藩
主
松
平
容
保
の
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
心
を
象
徴
す
る
。
従
っ
て
「
貫
日
」
の
「
日
」
は
天
皇
を
暗
喩
す
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
右
の
韋
軒
の
詩
に
あ
っ
て
は
、
会
津
落
城
後
の
天
皇
で
あ
る
か
ら
、
容
保
が
絶
大
な
る
信
頼
を
得
て
し
ば
し
ば
宸
翰
を
奉
じ
た
孝
明
天
皇
で
は
な
く
、
明
治
天
皇
で
あ
る
。
　
「
至
誠
」
と
い
う
語
は
、
単
に
通
り
一
遍
の
詩
語
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
会
津
藩
士
に
と
っ
て
は
魂
の
精
髄
で
あ
り
、
特
に
容
保
と
と
も
に
明
治
維
新
の
後
も
生
き
残
っ
た
秋
月
韋
軒
や
南
摩
羽
峰
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
語
で
あ
る
。『
会
津
藩
庁
記
録
』
巻
一
に
収
録
さ
れ
る
、
文
久
三
年
三
月
廿
五
日
付
の
江
戸
会
津
御
用
所
宛
の
京
都
御
用
所
か
ら
の
書
簡
末
尾
に
は
「
畢
竟
ハ
至
誠
0
0
貫
天
之
格
言
之
通
御
誠
實
貫
達
致
候
故
之
義
ニ
候
。
各
様
ニ
も
晝
夜
御
辛
勞
御
精
力
之
段
ハ
何
共
執
筆
難
及
事
共
ニ
候
」
な
ど
と
見
え
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
藩
主
容
保
が
二
の
足
を
踏
み
な
が
ら
も
結
局
幕
府
の
要
請
黙もだ
し
が
た
く
、
京
都
守
護
職
に
つ
い
た
の
も
、
強
硬
な
佐
幕
攘
夷
派
で
あ
っ
た
天
皇
に
一
時
的
に
開
国
路
線
を
認
め
さ
せ
、
公
武
合
体
を
実
現
し
て
、
絶
大
の
信
頼
を
博
し
得
た
の
も
、
い
ず
れ
も
「
至
誠
貫
天
」
の
精
神
に
発
す
る
も
の
で
、
私
す
る
所
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
矯
激
な
縉
紳
公
卿
や
薩
長
に
よ
っ
て
、
「
不
忠
」「
逆
賊
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
ご
と
き
要
素
は
微
塵
も
備
え
て
い
な
か
っ
た
と
、
藩
主
容
保
も
彼
に
仕
え
た
秋
月
も
南
摩
も
天
地
身
命
に
誓
い
得
る
の
で
あ
っ
た
。「
至
誠
」
は
諡
お
く
り
なが
忠
誠
公
で
あ
っ
た
藩
主
容
保
の
代
名
詞
た
り
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
南
摩
羽
峰
の
「
寄
懐
在
東
京
人
（
懐
ひ
を
東
京
に
在
る
の
人
に
寄
す
）」（『
環
碧
樓
遺
稿
』
詩
鈔
巻
一
）
に
「
我
公
至
誠
白
日
識
、
廟
堂
豈
無
公
正
評
（
我
が
公
の
至
誠
白
日
す
ら
識
る
、
廟
堂
豈
公
正
の
評
無
か
ら
ん
）」
と
い
う
一
聯
が
あ
る
の
に
も
看
取
で
き
る
。
　
因
み
に
秋
月
と
行
を
共
に
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
廣
澤
安
任
の
、
二
十
九
歳
の
安
政
五
年
に
昌
平
黌
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
折
の
詩
に
も
「
欲
依
大
義
擧
綱
維
、
一
決
此
心
復
奚
疑
。
休
逐
末
流
頻
口
舌
、
至
誠
自
有
貫
天
時
（
大
義
に
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
（87）1182
依
り
て
綱
維
を
挙
げ
ん
と
欲
し
、
一
た
び
此
の
心
を
決
す
れ
ば
復
た
奚なに
を
か
疑
は
ん
。
末
流
を
逐
ひ
て
頻
り
に
口
舌
す
る
を
休や
め
よ
、
至
誠
自
づ
か
ら
天
を
貫
く
時
有
ら
ん
）。」
と
い
う
句
が
あ
る
（
一
九
一
九
年
『
農
事
雜
報
』
一
三
八
号
、
五
三
〜
五
六
頁
、『
開
牧
五
年
紀
事
』「
牧
老
詩
蒐
」）。
結
句
「
至
誠
貫
天
（
日
）」
が
会
津
藩
士
の
魂
の
精
髄
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
南
摩
羽
峰
も
同
じ
よ
う
に
会
津
藩
士
と
し
て
「
至
誠
」
の
二
字
を
金
科
玉
条
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
昌
平
黌
の
後
輩
に
向
け
た
「
勸
學
歌
」（『
環
碧
樓
遺
稿
』
詩
鈔
巻
二
）
で
「
躬
行
率
先
死
而
已
、
至
誠
必
感
人
與
天
（
躬
行
率
先
し
て
死
す
る
の
み
、
至
誠
必
ず
や
人
と
天
と
を
感
ぜ
し
め
ん
）」
と
詠
じ
た
こ
と
に
窺
知
さ
れ
る
。
　
洞
斎
豊
島
毅
の
評
語
は
「
洞
斎
曰
、
九
死
一
生
思
君
慕
親
之
外
無
餘
地
、
衷
1181（88）
情
至
矣
、
此
詩
已
膾
炙
於
人
口
（
洞
斎
曰
く
、
九
死
一
生
な
る
に
、
君
を
思
ひ
親
を
慕
ふ
の
外
、
余
地
無
し
。
衷
情
至
れ
り
矣
。
此
の
詩
已
に
人
口
に
膾
炙
せ
り
）」。「
衷
情
至
れ
り
矣
」
は
羽
峯
の
「
肺
腑
の
中
自
り
発
す
」
と
同
じ
こ
と
を
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
が
人
口
に
膾
炙
す
る
こ
と
は
、
今
も
処
々
に
こ
の
韋
軒
の
詩
を
書
し
た
掛
け
軸
が
寓
目
さ
れ
る
こ
と
、
詩
吟
を
嗜
む
者
に
と
っ
て
の
好
個
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。
か
く
言
う
わ
た
く
し
も
古
書
展
の
片
隅
に
二
足
三
文
の
値
札
を
付
し
て
無
残
に
も
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
た
本
詩
の
書
軸
を
一
点
蔵
し
て
い
る
。（
前
頁
写
真
）
　
次
に
こ
の
詩
を
ふ
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
南
摩
羽
峰
の
長
編
古
詩
を
見
る
わ
け
だ
が
、
韋
軒
と
羽
峰
と
が
一
心
同
体
と
で
も
評
す
べ
き
盟
友
で
あ
り
、
そ
の
詩
精
神
に
お
い
て
も
た
や
す
く
両
者
を
二
分
で
き
ぬ
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
亡
き
友
韋
軒
に
捧
げ
る
べ
く
、
羽
峰
が
涙
を
呑
ん
で
綴
っ
た
二
篇
の
文
章
を
読
ん
で
お
き
た
い
。
二
、
南
摩
羽
峰
編
「
韋
軒
遺
稿
序
」
と
「
秋
月
子
錫
墓
碑
銘
」
　
ま
ず
、「
韋
軒
遺
稿
序
」
を
羽
峰
の
遺
稿
集
『
環
碧
樓
遺
稿
』
巻
一
に
つ
い
て
見
る
。
韋
軒
余
知
心
友
也
。
幼
同
學
藩
校
日
新
館
。
及
長
。
又
同
入
茗
黌
。
螢
窓
雪
案
。
爾
汝
切
磋
。
無
所
諱
憚
。
情
誼
兄
弟
不
啻
。
而
資
性
學
業
各
不
同
。
韋
軒
性
嚴
急
。
而
余
寛
恕
。
韋
軒
專
攻
文
。
而
余
兼
武
。
韋
軒
説
經
。
固
守
程
朱
。
而
余
時
折
中
今
古
。
韋
軒
苦
學
。
往
往
夜
不
就
枕
。
而
余
毎
宵
限
時
必
寝
。
其
相
異
如
此
。
而
其
交
親
密
莫
逆
者
何
也
。
蓋
有
所
同
矣
。
忠
孝
彜
倫
之
大
本
是
也
。
大
本
既
同
。
又
何
問
枝
葉
。
往
者
藩
主
忠
誠
公
之
守
護
京
都
也
。
韋
軒
從
焉
。
周
旋
於　
天
朝
幕
府
及
諸
藩
之
間
。
鞠
躬
勞
顇
。
知
無
不
言
。
行
不
顧
身
。
官
於
北
海
道
也
。
冒
氷
雪
艱
苦
。
盡
力
墾
拓
。
戊
辰
之
役
。
奔
走
於
彈
雨
硝
煙
之
中
。
遂
蒙
嚴
譴
。
赦
後
奉
職　
朝
廷
。
黽
勉
竭
力
。
終
始
不
負
所
學
。
余
詳
記
之
其
碑
文
中
。
故
不
復
贅
。
余
才
學
不
及
韋
軒
。
然
大
本
既
同
。
遭
遇
出
處
。
亦
有
略
相
同
者
。
可
不
謂
之
知
心
友
哉
。
韋
軒
之
學
行
如
此
。
文
詩
非
其
所
長
。
頃
日
其
子
浩
治
胤
繼
拾
収
遺
稿
。
問
序
及
評
於
余
。
其
文
詩
皆
發
肺
肝
。
故
能
動
人
。
非
絺
字
繡
句
者
所
敢
企
及
。
其
所
不
長
者
。
猶
如
此
。
則
其
所
主
之
學
之
𨗉
可
以
知
也
。
余
恐
讀
此
巻
者
。
不
知
其
爲
人
。
徒
文
詩
視
之
。
故
略
叙
其
平
生
如
此
。
　
嗚
呼
韋
軒
逝
矣
。
余
又
與
誰
共
語
心
事
。
相
切
磋
臨
叙
黯
然
沾
襟
。
　
右
の
「
韋
軒
遺
稿
序
」
に
お
い
て
も
、
私
に
太
字
で
示
し
た
よ
う
に
「
其
文
詩
皆
發
肺
肝
故
能
動
人
（
其
の
文
詩
は
皆
肺
肝
よ
り
発
す
。
故
に
能よ
く
人
を
動
か
す
）」
と
あ
っ
た
。
こ
の
韋
軒
の
詩
句
が
「
至
誠
」
に
発
す
る
が
故
に
人
を
感
動
さ
せ
る
と
い
う
評
は
、
た
だ
に
「
北
越
潜
行
詩
」
に
冠
せ
ら
れ
る
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
右
に
「
往
者
、
藩
主
忠
誠
公
の
、
京
都
を
守
護
す
る
や
、
韋
軒
従
ふ
焉
。　
天
朝
幕
府
及
び
諸
藩
の
間
に
周
旋
す
。
鞠
躬
勞
顇
し
、
知
り
て
言
は
ざ
る
は
無
く
、
行
ふ
に
身
を
顧
み
ず
。
北
海
道
に
官
た
る
や
、
氷
雪
を
冒
し
て
艱
苦
し
、
力
を
墾
拓
に
尽
す
。
戊
辰
の
役
、
弾
雨
硝
煙
の
中
に
奔
走
し
、
遂
に
嚴
譴
を
蒙
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
（89）1180
る
。
赦
後
、
職
を　
朝
廷
に
奉
ず
。
黽
勉
と
し
て
力
を
竭つ
く
し
て
、
終
始
学
ぶ
所
に
負そむ
か
ず
。
余
詳
ら
か
に
之
を
其
の
碑
文
の
中
に
記
す
。
故
に
復
た
贅
せ
ず
。
（
か
つ
て
、
藩
主
容
保
公
が
、
京
都
守
護
職
に
着
任
す
る
や
、
韋
軒
は
随
行
し
た
。
京
都
で
は
朝
廷
と
幕
府
と
諸
藩
の
間
で
周
旋
を
な
し
て
、
身
を
粉
に
し
て
働
き
、
考
え
は
す
べ
て
発
言
し
、
身
命
を
賭
し
て
事
に
当
た
っ
た
。
蝦
夷
地
の
知
事
を
務
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
雪
と
氷
の
世
界
で
苦
労
し
て
、
開
墾
に
力
を
尽
し
た
。
戊
辰
戦
争
で
は
、
弾
丸
と
硝
煙
の
渦
中
を
馳
せ
巡
っ
て
働
い
た
が
、
城
を
明
け
渡
し
、
新
政
府
に
よ
っ
て
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
た
。
赦
免
さ
れ
て
後
は
、
明
治
天
皇
に
仕
え
て
、
挺
身
し
、
若
き
日
か
ら
学
ん
だ
実
践
躬
行
の
学
を
体
現
し
た
。
わ
た
く
し
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
詳
細
に
そ
の
墓
碑
銘
に
綴
っ
た
）」
と
す
る
。
そ
の
墓
碑
銘
「
秋
月
子
錫
墓
碑
銘
」（『
環
碧
樓
遺
稿
』
文
鈔
巻
二
）
を
次
に
引
用
す
る
。
韋
軒
と
羽
峰
と
が
「
弟
兄
啻ただ
な
ら
ざ
る
」
と
も
言
え
る
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
が
内
容
に
徴
し
う
る
。
こ
の
墓
碑
銘
を
刻
し
た
秋
月
の
墓
石
は
、
都
営
青
山
霊
園
に
現
存
す
る
（
一
の
ロ
の
十
二
の
二
十
六
）。
篆
額
は
容
保
の
嫡
男
松
平
容
大
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
青
山
霊
園
の
墓
碑
銘
の
文
章
を
掲
げ
る
。
碑
に
刻
せ
ら
れ
た
も
の
の
ほ
う
が
、『
環
碧
樓
遺
稿
』
所
収
の
も
の
と
は
語
彙
に
お
け
る
異
同
が
あ
り
、
か
つ
五
十
字
ほ
ど
長
い
。
永
井
荷
風
は
、
外
祖
父
鷲
津
毅
堂
の
碑
文
を
東
京
向
島
の
白
髭
神
社
に
掃
苔
し
て
、
撰
者
三
島
中
洲
の
文
集
『
中
洲
文
稿
』
第
一
集
所
収
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
て
、
原
碑
の
ほ
う
が
長
い
こ
と
を
指
摘
、
最
終
的
に
依
拠
す
べ
き
は
、
文
集
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
碑
に
刻
さ
れ
た
も
の
と
し
た
（『
改
訂　
下
谷
叢
話
』
第
四
十
一
）。
通
常
、
諸
家
の
「
墓
碑
銘
」
の
テ
キ
ス
ト
は
文
集
が
死
後
出
版
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
碑
に
刻
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
推
敲
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
と
判
断
さ
れ
る
が
、
撰
者
生
前
に
建
立
さ
れ
た
碑
文
の
テ
キ
ス
ト
の
ほ
う
が
、
真
意
を
伝
え
る
場
合
も
あ
る
。
南
摩
羽
峰
の
撰
文
も
ま
た
同
じ
事
情
下
に
あ
っ
て
、
南
摩
の
真
意
を
よ
り
直
接
的
に
反
映
す
る
の
は
石
刻
の
文
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
遺
憾
な
が
ら
、
翻
字
の
み
で
、
訓
読
は
削
除
す
る
（
文
中
、
ゴ
シ
ッ
ク
は
池
澤
）。
秋
月
子
錫
墓
碑
銘 
從
四
位
子
爵
松
平
容
大
篆
額　
吁
嗟
、
余
忍
銘
吾
子
錫
哉
。
子
錫
少
余
。
當
銘
余
而
余
反
銘
之
。
天
何
奪
吾
子
錫
之
速
也
。
雖
然
余
與
子
錫
生
同
郷
。
幼
同
戯
。
長
同
學
。
識
子
錫
、
莫
余
若
焉
。
則
銘
之
者
、
非
余
而
誰
。
子
錫
諱
胤
永
。
子
錫
其
字
。
號
韋
軒
。
稱
悌
次
郎
。
姓
平
。
其
先
出
自
葛
原
親
王
裔
孫
千
葉
兼
胤
第
二
子
。
曰
丸
山
重
次
。
是
為
中
世
祖
。
重
次
九
世
孫
頼
堅
。
仕
會
津
藩
祖
保
科
土
津
公
。
相
傳
五
世
為
胤
道
。
子
錫
其
第
二
子
。
妣
杉
本
氏
。
文
政
七
年
七
月
二
日
生
。
有
故
稱
秋
月
氏
。
幼
學
藩
校
日
新
館
。
年
十
九
至
江
戸
。
師
松
平
愼
斎
。
愼
斎
曰
、
學
之
要
在
知
道
、
不
在
詞
章
訓
詁
。
子
錫
自
此
専
力
経
籍
。
弘
化
三
年
入
林
祭
酒
之
門
。
學
昌
平
黌
、
爲
書
生
寮
舎
長
。
及
去
賞
賜
官
版
書
五
部
。
子
錫
嘗
受
經
義
於
金
子
霜
山
、
国
史
令
格
於
栗
原
又
樂
、
文
詩
於
藤
森
天
山
。
大
有
所
得
。
既
而
以
藩
命
、
歴
游
海
内
。
觀
政
、
察
俗
、
著
觀
光
集
七
巻
。
又
録
列
藩
名
君
賢
臣
事
實
、
為
十
巻
、
供
藩
主
施
治
之
資
。
文
久
二
年
藩
主
忠
誠
公
、
任
京
都
守
護
職
。
使
子
錫
先
上
京
經
畫
諸
事
。
後
常
参
帷
幄
。
尋
爲
儒
者
見
習
兼
侍
讀
。
又
爲
中
川
親
王
及
二
條
關
白
顧
問
。
頗
得
信
任
。
所
裨
補
不
少
。
當
此
時
、
鎖
港
攘
夷
之
論
、
紛
起
。
訛
言
外
艦
入
攝
海
。
朝
廷
命
吾
藩
巡
視
海
岸
。
尋
命
諸
藩
1179（90）
築
砲
台
于
攝
海
。
子
錫
皆
與
焉
。
時
藩
主
意
在
佐
幕
府
尊
王
室
明
大
義
名
分
。
而
幕
政
衰
頽
、
紀
綱
不
振
。
諸
藩
士
、
藉
尊
王
攘
夷
説
、
煽
動
朝
紳
。
時
勢
甚
棘
。
子
錫
周
旋
其
間
。
左
支
右
五
。
苦
心
極
至
。
爲
刺
客
所
覰
者
、
屢
矣
。
慶
応
元
年
轉
蝦
地
代
官
。
挈
家
移
舎
利
。
乃
設
魚
場
、
闢
草
萊
。
居
一
年
藩
命
赴
京
。
時
巖
寒
積
雪
裂
肌
堕
指
。
人
或
勸
緩
行
期
。
子
錫
不
肯
曰
、
事
急
。
豈
臣
子
安
逸
之
日
邪
。
十
二
月
發
程
。
備
甞
艱
苦
。
明
年
三
月
達
京
師
。
職
復
舊
。
無
何
徳
川
慶
喜
公
解
大
将
軍
職
。
王
室
中
興
。
守
護
職
亦
廢
。
明
治
元
年
正
月
伏
見
鳥
羽
戰
起
。
東
兵
敗
。
藩
公
従
前
大
將
軍
東
歸
。
子
錫
亦
歸
江
戸
。
公
以
驚
擾
近
畿
爲
己
罪
托
謝
表
於
諸
藩
上
之
朝
廷
。
子
錫
専
與
其
事
。
而
書
不
達
。
公
與
子
錫
相
尋
歸
國
。
西
師
陸
續
逼
會
津
。
子
錫
参
軍
務
。
赴
越
後
水
原
。
藩
釆
邑
也
。
自
此
轉
戰
各
地
。
「
及
事
急
、
子
錫
入
城
、
為
副
軍
事
奉
行
。
常
侍
公
傍
。
既
而
米
澤
使
來
曰
、
西
師
實
王
師
也
。
不
可
抗
。
宜
速
乞
降
。
公
乃
使
子
錫
等
、
抵
米
澤
議
之
。
子
錫
」
参
畫
尤
力
。
亂
平
。
拘
東
京
獄
。
尋
幽
熊
本
藩
邸
。
二
年
朝
議
以
藩
老
萱
野
長
修
。
爲
抗
王
師
首
謀
。
賜
死
。
以
子
錫
為
從
。
禁
錮
終
身
。
幽
高
須
藩
。
既
而
轉
名
古
屋
藩
。
又
幽
青
森
縣
。
五
年
正
月
特
旨
見
赦
。
三
月
爲
左
院
少
議
生
。
尋
進
五
等
議
官
。
叙
正
七
位
。
遷
太
政
官
七
等
出
仕
。
無
幾
官
廢
。
子
錫
歸
會
津
。
買
田
圃
。
栽
桑
茶
以
立
養
母
營
生
之
基
。
十
一
年
母
年
八
十
八
。
子
錫
大
開
壽
筵
賀
之
。
越
二
年
母
歿
。
喪
畢
。
至
東
京
下
帷
、
授
徒
。
無
何
補
教
導
職
。
歴
任
中
教
正
東
京
大
学
教
諭
第
一
高
等
中
學
教
諭
。
轉
第
五
高
等
中
学
教
授
。
叙
従
六
位
。
進
三
等
官
。
子
錫
之
至
熊
本
也
。
應
能
久
親
王
之
召
。
講
經
。
且
喜
其
土
俗
淳
朴
。
常
謂
不
可
失
此
美
風
。
乃
率
先
行
勤
儉
。
生
徒
斐
然
從
之
。
嘗
爲
子
錫
開
古
稀
壽
筵
。
會
者
五
百
餘
人
。
亦
可
以
見
諸
人
景
慕
一
斑
也
。
二
十
八
年
辭
職
。
歸
會
津
。
移
竹
浣
花
。
優
遊
與
世
相
遺
。
三
十
年
進
正
六
位
。
三
十
二
年
移
東
京
。
十
二
月
暴
病
。
翌
年
一
月
四
日
特
旨
進
從
五
位
。
明
日
遂
不
起
。
壽
七
十
又
七
。
葬
青
山
之
塋
。
子
錫
爲
人
。
膽
大
氣
壯
。
接
人
温
和
。
徳
輝
粹
然
溢
詞
色
。
平
生
勉
學
不
倦
。
其
在
昌
平
黌
。
燭
以
継
晷
。
終
夜
兀
兀
或
凭
几
而
眠
。
覺
則
又
讀
。
人
不
見
其
就
枕
。
深
信
程
朱
之
學
。
最
長
經
世
。
若
文
詩
則
其
緒
餘
。
然
亦
往
往
有
足
感
動
人
者
。
處
事
果
断
。
雖
當
難
局
。
夷
然
無
遅
疑
之
色
。
常
曰
經
世
之
術
。
必
原
諸
性
命
之
微
。
性
命
之
微
。
必
發
諸
治
国
之
用
。
則
學
不
陥
于
理
屈
。
治
不
流
于
覇
術
。
鳴
呼
此
數
語
足
以
知
子
錫
本
領
矣
。
配
遠
藤
氏
。
生
二
男
一
女
而
歿
。
子
錫
初
養
兄
胤
昌
子
胤
浩
為
嗣
。
先
歿
。
長
男
浩
次
承
家
。
浩
次
曽
遊
學
米
国
十
餘
年
。
委
身
商
業
。
次
男
胤
逸
爲
陸
軍
少
尉
。
子
錫
又
養
塚
原
氏
子
胤
繼
。
以
女
配
之
。
繼
学
業
。
胤
繼
卒
大
學
之
業
。
繼
室
丸
山
氏
無
子
。
銘
曰學
主
性
理 
入
洛
閩
室 
志
在
經
世 
長
沙
維
匹 
處
事
明
斷 
百
折
不
屈 
交
人
至
誠
中
外
洞
徹 
其
學
其
徳 
有
本
有
末 
吾
銘
其
墓 
非
諛
是
實 
斯
石
雖
朽 
斯
銘
不
滅
明
治
三
十
四
年
一
月　
高
等
師
範
黌
教
授
従
五
位
勲
五
等
南
摩
綱
紀
撰
文
並
書
 
井
亀
泉
鐫
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末
尾
の
銘
文
の
第
七
句
に
お
い
て
「
人
と
交
は
る
や
至
誠
」
と
羽
峰
は
詠
じ
る
。「
至
誠
」
は
こ
の
場
合
、
韋
軒
が
交
際
に
お
い
て
誠
実
無
比
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
韋
軒
の
場
合
、
特
に
会
津
藩
と
藩
主
忠
誠
公
容
保
へ
の
態
度
に
至
誠
は
極
ま
る
。
既
に
羽
峰
は
、「
韋
軒
遺
稿
序
」
に
お
い
て
、
秋
月
は
詩
作
に
お
い
て
も
「
其
文
詩
皆
發
肺
肝
故
能
動
人
」
と
評
し
て
い
た
。「
肺
肝
よ
り
発
す
」
は
詩
文
の
表
現
に
お
い
て
の
至
誠
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。「
至
誠
」
の
結
晶
な
る
が
故
に
「
往
往
に
し
て
人
を
感
動
せ
し
む
る
に
足
る
者
有
」
る
の
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
右
の
碑
文
が
刻
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
四
年
、
羽
峰
は
、
時
に
六
十
六
歳
で
あ
る
。
碑
文
が
『
環
碧
樓
遺
稿
』
に
録
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
二
年
の
死
か
ら
三
年
後
の
明
治
四
十
五
年
の
こ
と
と
な
る
。
碑
文
が
拓
本
と
な
っ
て
配
ら
れ
る
相
手
は
、
韋
軒
と
羽
峰
の
知
友
や
親
族
、
法
事
に
参
加
す
る
人
士
に
限
ら
れ
る
。
版
行
の
文
集
で
は
、
不
特
定
多
数
の
読
者
の
目
に
触
れ
る
。
そ
の
読
者
の
中
に
は
、
会
津
藩
を
「
逆
賊
」「
賊
軍
」
と
呼
ん
で
恬
と
し
て
恥
じ
ぬ
者
も
存
す
る
。
石
刻
の
テ
キ
ス
ト
が
、
文
集
収
録
に
際
し
て
改
編
さ
れ
た
理
由
は
そ
う
し
た
配
慮
に
よ
る
。
　
冒
頭
の
三
つ
目
の
文
が
「
子
錫
少
余
一
歳
」
か
ら
「
子
錫
少
余
」
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
一
八
二
三
年
十
一
月
生
ま
れ
の
羽
峰
と
一
八
二
四
年
七
月
生
ま
れ
の
韋
軒
と
の
年
齢
差
が
実
際
に
は
、
一
年
に
も
満
た
ぬ
故
の
省
略
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
「
明
治
元
年
五
月
伏
見
鳥
羽
戰
起
」
以
降
の
件
に
存
す
る
。
こ
こ
に
は
「
東
兵
敗
」
と
見
え
る
。「
東
兵
」
は
会
津
藩
を
含
む
奥
羽
列
藩
同
盟
の
諸
兵
を
指
す
。
小
林
修
氏
の
『
南
摩
羽
峰
と
幕
末
維
新
期
の
文
人
論
考
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
七
）
の
「
第
三
部
幕
末
維
新
の
残
影
」「
二
、
中
根
香
亭
│
あ
る
い
は
『
兵
要
日
本
地
理
小
誌
』
伝
説
」
に
は
、
幕
臣
で
あ
っ
た
中
根
が
綴
っ
た
、
文
部
省
出
版
の
教
科
書
的
書
籍
『
兵
要
日
本
地
理
小
誌
』
の
中
で
、
徳
川
を
奉
ず
る
諸
藩
を
「
東
軍
」
ま
た
は
「
東
兵
」
と
呼
び
、
薩
長
の
兵
隊
を
「
西
軍
」
と
呼
び
、
決
し
て
前
者
を
「
賊
軍
」、
後
者
を
「
官
軍
」
と
呼
ば
ず
に
長
州
の
鳥
尾
小
弥
太
の
勘
気
を
蒙
り
、
文
部
省
の
職
を
辞
し
た
「
伝
説
」
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
墓
碑
銘
も
、
会
津
憎
し
の
人
士
が
校
訂
す
れ
ば
、「
東
兵
」
は
「
賊
軍
」
と
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
小
林
氏
は
、
右
の
書
中
で
中
根
が
「
西
軍
」
と
綴
っ
た
所
は
、悉
く
「
官
軍
」
に
改
め
ら
れ
た
が
、「
甲
斐
誌
」
の
一
箇
所
だ
け
に
、「
西
軍
」
と
い
う
表
現
が
残
っ
た
と
す
る
。
羽
峰
の
綴
っ
た
秋
月
の
墓
碑
銘
原
文
に
お
い
て
「
東
兵
」、「
西
師
」
と
見
え
る
の
は
、
会
津
の
薩
長
へ
の
抵
抗
の
精
神
の
反
映
と
評
し
う
る
。「
東
兵
」
を
「
賊
軍
」
と
改
め
る
こ
と
は
、『
遺
稿
』
の
テ
キ
ス
ト
で
も
為
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
羽
峰
は
以
て
瞑
す
べ
き
だ
が
、「
西
師
」
と
い
う
語
を
含
む
部
分
は
抹
消
さ
れ
、
「
征
討
師
」
と
改
変
さ
れ
た
。『
遺
稿
』
を
編
纂
し
た
三
島
中
洲
、
土
屋
鳳
洲
、
羽
峰
自
身
も
ま
た
秋
月
の
墓
碑
銘
に
お
い
て
「
西
師
」「
西
軍
」
を
「
官
軍
」
と
は
し
な
か
っ
た
。
墓
碑
銘
中
「
西
師
」
な
る
語
を
含
む
部
分
で
抹
消
さ
れ
た
の
は
「
及
事
急
、
子
錫
入
城
、
為
副
軍
事
奉
行
。
常
侍
公
傍
。
既
而
米
澤
使
來
曰
、
西
師
實
王
師
也
。
不
可
抗
。
宜
速
乞
降
。
公
乃
使
子
錫
等
、
抵
米
澤
議
之
。
子
錫
」
と
い
う
条
だ
。
奥
羽
列
藩
同
盟
の
中
、
先
に
「
官
軍
」
に
降
伏
し
た
米
沢
藩
に
責
め
を
帰
す
る
記
述
を
厭
う
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、「
西
師
」
を
「
官
軍
」「
王
師
」
と
呼
ば
ぬ
精
神
は
『
遺
稿
』
で
も
残
存
し
、
米
沢
藩
の
「
西
師
1177（92）
は
実
に
王
師
な
り
。
抗
す
可
か
ら
ず
。
宜
し
く
速
や
か
に
降
を
乞
ふ
べ
し
」
と
い
う
判
断
を
、
羽
峰
は
明
治
三
十
四
年
の
段
階
で
も
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
東
軍
」「
東
兵
」
を
決
し
て
「
賊
軍
」
と
は
し
な
い
、
あ
る
い
は
「
西
軍
」
「
西
師
」
を
決
し
て
「
官
軍
」「
王
師
」
と
は
せ
ぬ
精
神
の
持
主
で
羽
峰
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
都
営
谷
中
霊
園
現
存
の
三
島
毅
撰
文
の
「
羽
峯
南
摩
先
生
碑
銘
」
（
甲
三
号
五
側
、『
中
洲
文
稿
第
四
集
』
下
所
収
）
が
「
既
而
遭
伏
見
之
變
。
侯
從
徳
川
公
。
東
去
。
留
先
生
大
阪
。
竊
察
形
勢
。
官
軍
譏
察
綦
嚴
。」
と
「
官
軍
」
の
語
を
遣
い
、
土
屋
鳳
洲
撰
文
の
「
南
摩
羽
峯
先
生
傳
」（『
晩
晴
樓
文
集
』
二
編
巻
五
）
も
ま
た
「
明
治
元
年
正
月
三
日
。
伏
見
鳥
羽
戰
起
。
東
兵
敗
。
先
生
受
命
。
潜
匿
大
阪
。
竊
觀
形
勢
。
時
官
軍
填
」
と
、
さ
す
が
に
「
賊
軍
」
と
は
せ
ぬ
も
「
官
軍
」
と
し
、「
當
是
時
。
奥
羽
諸
藩
連
盟
。
抗
王
師
…
及
會
津
城
陥
。
爲
官
軍
所
獲
。
錮
于
越
後
高
田
」
と
い
う
よ
う
に
、「
官
軍
」
と
同
義
で
「
王
師
」
と
い
う
語
も
使
用
し
た
こ
と
と
対
比
す
れ
ば
際
立
つ
。
三
島
は
備
中
の
人
、
土
屋
は
和
泉
の
人
で
あ
っ
た
。
中
洲
の
主
君
備
中
松
山
藩
の
板
倉
勝
静
は
、
領
地
が
官
軍
に
占
領
さ
れ
た
後
も
、
官
軍
に
抵
抗
し
、
函
館
五
稜
郭
に
立
て
籠
っ
た
。
た
め
に
松
山
藩
は
「
朝
敵
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
洲
は
川
田
甕
江
等
と
藩
の
存
続
と
藩
主
父
子
の
助
命
の
為
に
尽
力
し
た
。
松
山
藩
と
藩
主
父
子
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
恩
義
が
あ
っ
て
「
官
軍
」「
王
師
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
救
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
会
津
も
同
じ
だ
が
、
領
地
を
同
胞
の
血
で
汚
さ
れ
、
孝
明
帝
か
ら
の
絶
大
の
信
任
が
白
紙
に
さ
れ
て
「
朝
敵
」
と
さ
れ
た
恨
み
は
そ
れ
だ
け
深
か
っ
た
の
だ
。
　
と
こ
ろ
で
、
か
く
「
賊
軍
」「
官
軍
」
と
い
う
用
語
を
厭
う
羽
峰
で
は
あ
る
が
、
「
兵
」「
軍
」「
師
」
と
い
う
文
字
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
。
軍
隊
と
し
て
の
規
模
で
は
、「
兵
」
よ
り
は
「
軍
」、「
軍
」
よ
り
は
「
師
」
が
大
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
敬
意
の
深
さ
の
表
現
と
な
る
。
従
っ
て
、「
東
軍
」
と
は
せ
ず
に
「
東
兵
」
と
し
た
点
に
羽
峰
の
謙
虚
な
姿
勢
が
表
出
さ
れ
て
い
て
、「
西
軍
」
と
は
せ
ず
に
、「
西
師
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
、「
官
軍
」「
王
師
」
と
は
し
な
い
に
し
て
も
、
薩
長
藩
閥
政
府
支
配
下
に
禄
を
食
む
者
と
し
て
の
妥
協
も
反
映
さ
れ
る
。
一
方
、
会
津
藩
を
蛇
蝎
視
し
た
長
州
藩
士
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
右
に
触
れ
た
鳥
尾
小
弥
太
の
よ
う
に
「
官
軍
」「
賊
軍
」
と
い
う
呼
称
に
拘
泥
し
た
者
が
大
勢
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
秋
月
と
交
友
の
あ
っ
た
若
輩
の
奥
平
謙
輔
の
用
字
は
や
は
り
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
遺
稿
集
『
弘
毅
斎
遺
稿
』
（「
聞
源
子
明
名
久
矣
云
々
」
詩
註
）
で
は
、
会
津
藩
兵
な
ど
東
北
諸
藩
の
幕
軍
を
「
東
師
」
と
呼
ん
で
い
て
、
右
の
羽
峰
の
「
西
師
」
と
好
一
対
を
な
す
。
長
州
藩
士
で
あ
り
な
が
ら
情
理
備
え
た
相
手
へ
の
敬
意
を
込
め
た
手
紙
で
、
会
津
藩
に
降
伏
を
選
択
さ
せ
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
て
、
き
め
細
や
か
な
文
学
的
セ
ン
ス
を
備
え
て
い
た
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
こ
う
し
た
羽
峰
の
気
概
は
そ
の
ま
ま
、「
交
情
の
親
し
き
、
弟
兄
も
啻
な
ら
ざ
る
」（『
環
碧
樓
遺
稿
』
巻
三
「
哭
秋
月
韋
軒
並
引
」
原
漢
文
）
韋
軒
の
気
概
で
も
あ
っ
た
。
次
節
で
見
る
長
編
の
無
題
詩
で
鋭
鋒
当
た
り
が
た
い
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。
三
、
南
摩
羽
峰
全
六
十
四
句
無
題
詩
　
小
林
修
氏
が
前
掲
書
に
紹
介
さ
れ
る
、『
碧
環
樓
遺
稿
』
未
収
録
の
漢
詩
の
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
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中
に
、
全
六
十
四
句
か
ら
成
り
、「
明
治
三
年
春
正
月
」
の
年
次
の
み
を
記
す
無
題
の
長
編
古
詩
が
あ
る
。
小
林
氏
は
こ
の
詩
を
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
の
『
会
津
会
々
報
』
第
八
一
号
の
相
田
泰
三
氏
の
「
南
摩
綱
紀
の
詩
」
と
い
う
一
文
か
ら
摘
記
さ
れ
た
。
こ
の
詩
は
右
の
韋
軒
詩
の
後
に
作
ら
れ
、
作
者
羽
峯
は
先
に
引
用
し
た
韋
軒
の
古
詩
を
意
識
し
な
が
ら
本
詩
を
詠
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
羽
峯
の
漢
詩
中
最
長
な
る
叙
事
詩
な
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
、
各
句
に
通
し
番
号
を
付
し
て
引
用
す
る
。
１
　
白
虹
貫
日
自
至
誠　
白
虹
日
を
貫
く 
至
誠
自よ
り
し
２
　
浮
雲
蔽
月
豈
損
明　
浮
雲 
月
を
蔽
ふ
も
豈
に
明
を
損
は
ん
や
３　
一
朝
天
地
屬
閟
瑟　
一
朝
天
地 
閟
瑟
に
属
す
４　
正
邪
萬
古
有
公
評　
正
邪
万
古
公
評
有
り
５　
憶
曽
吾
公
護
禁
闕　
憶
ふ 
曽
つ
て
吾
が
公 
禁
闕
を
護
り
６　
拮
據
多
年
灑
心
血　
拮
据
多
年 
心
血
を
灑そそ
ぐ
７　
蒼
生
薫
浴
公
德
澤　
蒼
生
薫
浴
す 
公
の
德
沢
に
８　
天
皇
依
頼
公
忠
節　
天
皇
依
頼
す 
公
の
忠
節
に
９　
秋
風
講
武
建
春
門　
秋
風 
武
を
講
ず 
建
春
門
に
10　
日
射
兜
鍪
映
旌
旛　
日
は
兜
鍪
を
射
て 
旌
旛
に
映
ず
11　
天
顔
有
喜
違
咫
尺　
天
顔 
喜
び
有
り 
咫
尺 
違さ
る
の
み
12　
水
干
馬
鞍
恩
賜
新　
水
干
馬
鞍 
恩
賜
新
た
な
り
13　
何
物
姦
賊
逼
九
重　
何
物
ぞ 
姦
賊 
九
重
に
逼せま
り
14　
砲
丸
屢
及
紫
宸
宮　
砲
丸
屢
及
ぶ 
紫
宸
宮
に
15　
吾
公
護
衛
王
墀
側　
吾
が
公
護
衛
す 
王
墀
の
側
16　
死
士
鏖
戰
安
聖
躬　
死
士
鏖
戦
し
て 
聖
躬
を
安
ん
ず
17　
洛
中
洛
外
賊
氣
消　
洛
中
洛
外 
賊
気
消
え
18　
天
王
山
上
賊
營
空　
天
王
山
上 
賊
営
空
し
19　
天
意
倦
々
渥
賚
賜　
天
意
倦
々
と
し
て 
賚
賜
を
渥あつ
く
す
20　
御
詠
宸
翰
褒
忠
義　
御
詠
宸
翰 
忠
義
を
褒
し
21　
曽
屈
至
尊
辱
禱
祀　
曽
つ
て
至
尊
を
屈
し
て 
禱
祀
を
辱
か
た
じ
け
なく
し
22　
一
掃
吾
公
二
豎
祟　
一
掃
す 
吾
が
公
二
豎
の
祟
り
を
23　
治
極
亂
生
人
耶
天　
治
極
つ
て
乱
生
ず 
人
か
天
か
24　
随
吾
典
型
妬
吾
賢　
吾
が
典
型
に
随
う
も 
吾
が
賢
を
妬
む
25　
利
吾
幼
帝
逞
其
意　
吾
が
幼
帝
を
利
し
て 
其
の
意
を
逞
し
う
す
26　
幽
吾
皇
子
廢
摂
關　
吾
が
皇
子
を
幽
し
て 
摂
関
を
廃
す
27　
將
軍
恭
謹
敢
肯
違　
将
軍
恭
謹 
敢あ肯
へ
て
違たが
は
ん
や
28　
解
其
官
職
返
其
權　
其
の
官
職
を
解
い
て
其
の
権
を
返
す
29　
浪
華
城
中
送
歳
除　
浪
華
城
中 
歳
除
を
送
る
30　
人
情
洶
々
一
紛
然　
人
情
洶
々
一
に
紛
然
31　
伏
水
一
戰
捲
旗
鼓　
伏
水
の
一
戦 
旗
鼓
を
捲
き
32　
將
士
南
乗
紀
海
船　
将
士 
南
の
か
た
紀
海
の
船
に
乗
り
33　
江
都
城
郭
依
然
求　
江
都
の
城
郭
依
然
と
し
て
求まね
き
34　
會
津
草
木
待
公
還　
会
津
の
草
木 
公
の
還
る
を
待
つ
35　
兒
女
歡
抃
争
迎
拝　
児
女 
歓
抃
し
て
争
つ
て
迎
拝
す
36　
豼
虎
如
雲
從
連
綿　
豼
虎 
雲
の
如
く
従
ふ
こ
と
連
綿
37　
吾
公
抗
疏
謹
待
命　
吾
が
公 
疏
を
抗たか
く
し
て
謹
ん
で
命
を
待
つ
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38　
其
奈
浮
雲
蔽
帝
閽　
其
れ
浮
雲
の
帝
閽
を
蔽
ふ
を
奈
ん
せ
ん
39　
兵
馬
陸
續
來
相
迫　
兵
馬
陸
続
と
し
て
来
り
て
相
ひ
迫
る
40　
借
名
王
師
極
惨
覈　
名
を
王
師
に
借
り
て 
惨
覈
を
極
む
41　
賊
吾
鶏
犬
盗
吾
寶　
吾
が
鶏
犬
を
賊
ひ 
吾
が
宝
を
盗
む
42　
掠
吾
村
落
火
吾
宅　
吾
が
村
落
を
掠
め 
吾
が
宅
を
火や
く
43　
赳
々
武
夫
争
盡
力　
赳
々
た
る
武
夫
争
つ
て
力
を
尽
く
し
44　
唱
義
人
越
自
河
北　
義
を
唱
う
る
人
河
北
自
り
越
え
45　
殺
氣
衝
天
唐
睢
陽　
殺
気 
天
を
衝
く 
唐
の
睢すい
陽よう
46　
腥
風
捲
地
斉
即
墨　
腥
風 
地
を
捲
く 
斉
の
即そく
墨ぼく
47　
金
湯
三
旬
城
不
陥　
金
湯 
三
旬 
城
陥
ら
ず
48　
衝
突
屢
退
百
萬
敵　
衝
突
屢
退
く 
百
万
の
敵
49　
枕
城
元
期
鳥
居
子　
城
を
枕
に
し
て
元
よ
り
期
す 
鳥
居
子
50　
鐵
丸
義
固
皆
奮
激　
鉄
丸 
義
固
く
し
て
皆
奮
激
す
51　
忽
驚
日
月
旌
旗
靡　
忽
ち
驚
く
日
月
旌
旗
靡
き
52　
即
施
吾
弦
折
吾
矢　
即
ち
吾
が
弦
を
施ゆる
め 
吾
が
矢
を
折
る
53　
君
臣
分
離
鴻
鯉
絶　
君
臣
分
離
し
て
鴻
鯉
絶
え
54　
天
涯
堕
角
三
千
里　
天
涯 
堕
角 
三
千
里
55　
秋
風
吹
衣
涙
有
痕　
秋
風 
衣
を
吹
き
て
涙
痕
有
り
56　
杜
鵑
哭
血
魂
將
死　
杜
鵑 
血
を
哭
し
て
魂
将
に
死
な
ん
と
す
57
　
浮
雲
蔽
月
不
多
時　
浮
雲 
月
を
蔽
ふ
こ
と
多
時
な
ら
ざ
ら
ん
58
　
至
誠
貫
日
天
人
知　
至
誠 
日
を
貫
く 
天
人
知
ら
ん
59　
鐵
券
丹
書
華
旌
詔　
鉄
券
丹
書
華
旌
の
詔
60　
青
鳥
啣
來
自
丹
墀　
青
鳥 
丹
墀
自
り
啣くは
え
来
る
61　
陸
奥
山
河
連
滄
海　
陸
奥
の
山
河 
滄
海
に
連
り
62　
管
轄
遠
及
古
蝦
夷　
管
轄
遠
く
古
蝦
夷
に
及
ぶ
63　
斉
王
乃
富
魚
盬
利　
斉
王
乃
ち
魚
塩
の
利
に
富
め
り
64　
肇
得
宗
社
萬
年
基　
肇
め
得
た
り 
宗
社
萬
年
の
基
　
本
詩
内
容
の
概
略
は
す
で
に
小
林
修
氏
が
前
掲
書
（
一
四
四
頁
）
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
各
句
に
対
応
さ
せ
て
再
度
内
容
を
確
認
す
る
。
歌
い
出
し
の
四
句
（
１
〜
４
）
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
次
の
四
句
は
、
苦
渋
の
選
択
を
し
て
、
藩
主
松
平
容
保
が
京
都
守
護
職
に
就
任
し
た
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
閏
八
月
か
ら
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
京
都
守
護
職
が
廃
さ
れ
る
ま
で
の
五
年
間
を
総
括
す
る
一
段
で
あ
り
、
就
任
当
初
の
京
都
の
町
民
の
歓
迎
ぶ
り
や
孝
明
天
皇
が
絶
大
の
信
頼
を
会
津
に
寄
せ
る
さ
ま
が
叙
さ
れ
て
い
る
。
　
次
の
四
句
（
９
〜
12
）
は
、
文
久
三
年
七
月
三
十
日
の
天
覧
馬
揃
え
に
よ
っ
て
、
八
月
二
日
に
容
保
が
錦
陣
羽
織
二
巻
と
白
銀
二
〇
〇
枚
を
孝
明
天
皇
か
ら
賜
っ
た
こ
と
を
詠
じ
る
。
　
次
の
四
句
（
13
〜
16
）
で
は
、
事
態
が
突
如
暗
転
す
る
。
元
治
元
年
七
月
の
蛤
御
門
の
変
に
お
け
る
、
御
所
へ
の
発
砲
が
詠
じ
ら
れ
る
。
小
林
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
羽
峰
は
容
保
を
排
除
せ
ん
と
し
た
長
州
藩
を
「
姦
賊
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
戦
闘
の
結
果
、
一
会
桑
政
権
が
樹
立
し
、
容
保
は
孝
明
天
皇
と
強
固
な
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
る
が
、
一
方
で
長
州
藩
の
恨
み
を
買
っ
た
。
長
州
藩
士
な
が
ら
、
公
明
正
大
な
眼
を
曇
ら
せ
ず
、
秋
月
と
の
友
情
の
存
し
た
故
に
、
会
津
藩
を
亡
国
か
ら
救
っ
た
奥
平
謙
輔
は
、
戊
辰
戦
争
時
も
会
津
藩
を
賊
軍
、
姦
賊
と
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
（95）1174
は
呼
ば
ず
に
「
東
師
」「
東
軍
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
は
す
で
に
触
れ
た
。
彼
が
萩
の
乱
失
敗
後
に
斬
首
さ
れ
る
寸
前
に
詠
じ
た
「
絶
命
詞
」（『
弘
毅
斎
遺
稿
』）
に
お
い
て
、「
誰
か
知
ら
ん
丙
子
に
姦
を
除
く
の
事
、
乃
ち
是
れ
戊
辰
敵
愾
の
心
な
る
を
」
と
い
う
一
聯
を
詠
じ
た
こ
と
は
記
憶
に
と
ど
め
た
い
。「
丙
子
除
姦
事
」
と
は
、
萩
の
乱
を
指
す
句
で
あ
り
、
奥
平
は
政
権
を
掌
握
す
る
大
久
保
、
井
上
等
を
「
姦
」
と
表
現
し
て
い
た
。
秋
月
、
南
摩
、
奥
平
は
精
神
の
気
脈
を
通
じ
て
い
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
た
。
か
つ
て
「
戊
辰
」
戦
争
時
に
「
敵
愾
の
心
」
を
抱
い
て
、
幕
府
軍
と
相
対
峙
し
た
時
に
は
、
奥
平
も
彼
等
薩
長
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
一
聯
は
悔
恨
と
と
も
に
表
出
す
る
。
　
17
〜
20
句
で
は
、
蛤
御
門
の
変
の
後
、
京
都
一
円
が
鎮
ま
り
、
長
州
兵
が
恨
み
を
含
ん
で
撤
退
し
た
後
、
幕
府
方
の
宿
営
は
解
か
れ
た
が
、
容
保
と
会
津
藩
兵
は
、
な
お
も
小
御
所
の
庭
に
宿
衛
を
続
け
、
朝
廷
は
こ
れ
に
御
饌
を
賜
っ
た
と
い
う
一
條
を
叙
す
る
。
18
句
の
「
天
王
山
」
は
長
州
藩
の
主
戦
論
者
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
真
木
保
臣
、
宮
部
春
蔵
な
ど
が
七
月
廿
一
日
に
火
薬
に
火
を
放
っ
て
爆
死
し
た
。
20
句
の
「
御
詠
宸
翰
」
は
、
孝
明
天
皇
が
文
久
三
年
の
八
月
十
八
日
の
政
変
以
後
、
容
保
が
和
歌
を
愛
好
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
時
に
御
詠
と
称
し
て
内
密
に
宸
翰
を
賜
っ
た
こ
と
を
受
け
、
蛤
御
門
の
変
の
終
結
の
功
を
ね
ぎ
ら
っ
て
、
刀
剣
や
敕
賞
を
賜
っ
た
こ
と
を
詠
じ
る
。
　
21
句
か
ら
24
句
で
は
、
ま
ず
蛤
御
門
の
変
で
の
連
日
の
宿
衛
で
病
い
を
重
篤
に
し
た
容
保
の
体
調
を
案
じ
た
孝
明
天
皇
が
元
治
元
年
九
月
六
日
に
そ
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
、
そ
の
祭
事
に
お
け
る
洗
米
を
賜
り
、
四
月
二
十
八
日
に
天
皇
の
恩
賞
に
容
保
が
感
涙
に
む
せ
ん
だ
こ
と
を
詠
じ
る
の
が
、
21
・
22
句
。
23
・
24
句
は
、
長
州
征
伐
に
は
や
る
会
津
藩
を
幕
府
が
抑
え
て
因
循
姑
息
な
振
る
舞
い
を
く
り
か
え
し
、
や
が
て
薩
長
が
手
を
結
ん
で
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
火
蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
る
前
夜
の
不
穏
な
空
気
を
叙
す
る
。
24
句
の
「
吾
が
典
型
に
随
ひ
吾
が
賢
を
妬
む
」
の
主
語
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
府
を
暗
示
す
る
。
長
州
征
伐
に
な
か
な
か
腰
を
上
げ
ず
、
対
戦
し
て
も
敗
北
を
重
ね
る
幕
府
へ
の
焦
燥
感
が
言
外
に
露
わ
で
あ
る
。
　
25
句
か
ら
の
四
句
に
お
い
て
、
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
、
慶
喜
と
容
保
が
京
大
坂
を
去
っ
て
、
江
戸
会
津
に
戻
っ
た
こ
と
を
叙
す
。
31
句
か
ら
は
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
叙
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
詩
が
時
系
列
に
沿
っ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
25
句
で
明
治
天
皇
＝
「
幼
帝
」
の
即
位
が
詠
じ
ら
れ
る
前
に
、
孝
明
天
皇
の
死
が
当
然
叙
せ
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
薩
長
や
攘
夷
派
皇
族
に
と
っ
て
目
障
り
な
存
在
と
さ
れ
て
い
た
孝
明
天
皇
の
死
を
、
そ
の
暗
殺
説
の
真
偽
と
と
も
に
こ
こ
で
詠
じ
る
の
は
、
未
定
稿
に
し
て
発
表
の
予
定
の
な
い
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
憚
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ま
た
天
皇
暗
殺
の
真
相
を
知
っ
た
羽
峰
の
憤
懣
は
表
現
と
し
て
定
着
さ
せ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
激
烈
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
25
句
の
「
幼
帝
」
を
利
用
し
て
思
い
通
り
に
事
を
進
め
た
と
さ
れ
る
の
は
、
薩
長
や
攘
夷
派
の
皇
族
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
が
、
主
語
は
省
略
に
従
っ
て
い
る
。
26
句
の
「
皇
子
」
は
輪
王
寺
宮
と
し
て
寛
永
寺
に
幽
閉
せ
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
北
白
川
宮
能
久
親
王
で
あ
ろ
う
。
私
見
で
は
、
本
詩
の
末
で
陸
奥
か
ら
蝦
夷
に
か
け
て
を
領
し
、「
斉
王
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
「
天
皇
」
と
し
て
推
戴
さ
れ
た
能
久
親
王
に
擬
し
う
る
。
王
政
復
古
の
大
号
令
で
は
、
摂
関
が
廃
止
せ
ら
れ
た
。
27
・
28
1173（96）
句
は
土
佐
藩
の
山
内
容
堂
の
建
白
に
よ
っ
て
、
薩
長
の
機
先
を
制
す
る
形
で
慶
喜
の
大
政
奉
還
が
実
現
し
た
こ
と
を
詠
じ
る
。
　
29
・
30
句
は
、
慶
喜
、
容
保
が
桑
名
・
会
津
藩
兵
と
と
も
に
大
坂
城
に
退
去
し
、
幕
府
軍
と
薩
摩
軍
と
が
激
突
せ
ん
と
す
る
鳥
羽
伏
見
戦
争
前
夜
の
緊
張
感
を
詠
じ
る
。
31
・
32
句
は
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
、
当
初
薩
摩
藩
と
幕
府
軍
と
の
私
闘
と
し
て
開
始
さ
れ
、
薩
摩
軍
が
慶
応
四
年
年
頭
に
錦
の
御
旗
を
得
て
、
官
軍
対
幕
府
軍
の
様
相
を
呈
し
た
途
端
に
、
幕
府
軍
の
総
大
将
た
る
べ
き
慶
喜
が
、
老
中
や
会
津
藩
主
松
平
容
保
、
桑
名
藩
主
松
平
定
敬
を
強
制
的
に
随
行
せ
し
め
、
開
陽
丸
に
の
っ
て
、
大
坂
湾
か
ら
紀
州
沖
を
経
て
、
江
戸
へ
逃
げ
帰
っ
た
こ
と
を
詠
じ
る
。
　
33
か
ら
36
句
は
、
慶
喜
と
容
保
と
が
江
戸
へ
、
そ
の
後
容
保
は
会
津
に
帰
着
し
た
こ
と
を
詠
じ
、
容
保
は
会
津
藩
兵
を
戦
場
に
取
り
残
し
た
こ
と
を
恥
じ
て
藩
主
を
辞
任
し
た
。
そ
の
こ
と
を
羽
峰
は
露
わ
に
は
詠
ぜ
ず
、
容
保
の
帰
還
は
会
津
の
人
々
が
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
と
す
る
。
そ
の
後
、
す
で
に
慶
應
四
年
二
月
十
六
日
に
は
会
津
・
桑
名
を
朝
敵
と
す
る
勅
命
が
下
っ
て
、
三
月
に
な
る
と
、
容
保
の
腰
の
温
ま
る
暇
も
な
く
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
九
條
道
孝
が
、
長
州
藩
の
世
良
修
蔵
と
と
も
に
東
北
諸
藩
に
会
津
・
庄
内
の
征
討
を
命
じ
、
会
津
藩
内
で
は
武
装
防
衛
、
抗
戦
と
降
伏
嘆
願
の
見
解
が
対
立
す
る
。
36
句
は
薩
長
が
構
成
す
る
「
官
軍
」
を
「
豼
虎
」
と
表
現
し
、
連
綿
と
「
官
軍
の
」
侵
攻
が
続
く
と
す
る
が
、
こ
れ
は
戊
辰
戦
争
最
中
の
情
景
と
な
る
。
具
体
的
に
は
右
の
述
べ
た
世
良
な
ど
奥
州
諸
藩
に
会
津
征
討
を
迫
っ
た
世
良
修
蔵
な
ど
を
「
豼
虎
」
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
37
か
ら
40
句
は
、
ま
ず
会
津
到
着
後
の
容
保
が
藩
主
を
辞
任
、
謹
慎
し
て
朝
廷
の
命
を
待
ち
、
慶
應
四
年
四
月
に
仙
台
・
庄
内
・
米
沢
各
藩
を
通
じ
て
降
伏
嘆
願
書
を
朝
廷
に
提
出
し
、
奥
州
諸
藩
は
同
情
的
で
あ
っ
た
が
、
薩
長
に
は
嘆
願
が
退
け
ら
れ
た
と
す
る
。
後
に
も
触
れ
る
が
38
句
で
「
帝
閽
」
を
蔽
っ
て
暗
く
す
る
「
浮
雲
」
と
は
薩
長
勢
力
を
暗
示
す
る
。
降
伏
嘆
願
書
が
却
下
さ
れ
、
「
官
軍
」
が
陸
続
と
せ
め
て
く
る
と
い
う
の
は
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
と
「
官
軍
」
と
の
対
峙
の
後
、
七
月
に
は
磐
城
平
城
、
二
本
松
城
、
長
岡
城
な
ど
が
落
城
し
、
八
月
に
は
母
成
峠
の
戦
い
に
も
敗
れ
、「
官
軍
」
が
破
竹
の
勢
い
で
攻
め
立
て
る
さ
ま
。
40
句
の
「
名
を
王
師
に
借
る
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
羽
峰
は
薩
長
軍
を
決
し
て
真
の
「
王
師
」、「
官
軍
」
と
は
認
め
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
前
節
で
取
り
あ
げ
た
秋
月
の
墓
碑
銘
で
羽
峰
が
、「
西
師
は
王
師
な
り
。
抗
す
可
か
ら
ず
。
宜
し
く
速
や
か
に
降
を
乞
ふ
べ
し
」
と
し
た
文
言
は
、
会
津
の
精
神
は
米
沢
藩
と
は
異
な
り
、「
西
師
」
を
「
王
師
」
と
認
め
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
永
遠
に
伝
え
ん
が
た
め
の
所
為
で
も
あ
っ
た
。
「
惨
覈
を
極
む
」
と
い
う
の
は
、
続
く
41
・
42
句
の
「
鶏
犬
」
＝
桃
源
郷
の
よ
う
な
平
和
な
世
界
を
「
賊
（
そ
こ
な
）」
い
、
財
産
を
掠
奪
し
、
村
落
に
火
を
つ
け
家
を
焼
き
払
う
と
い
う
表
現
に
や
や
具
体
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
会
津
白
虎
隊
の
悲
劇
や
慶
應
四
年
八
月
二
十
三
日
以
降
の
一
ヶ
月
間
の
鶴
ヶ
城
籠
城
戦
に
お
い
て
、
藩
士
や
そ
の
家
族
が
女
性
や
子
供
に
至
る
ま
で
二
百
数
十
名
自
刃
し
た
極
限
状
況
を
表
現
す
る
。
43
・
44
句
は
、
西
軍
に
蹂
躙
さ
れ
つ
つ
も
、
徹
底
抗
戦
し
た
会
津
藩
士
を
讃
え
、「
白
河
以
北
一
山
百
文
」（『
近
事
評
論
』
一
八
七
八
年
八
月
二
十
三
日
付
）
と
い
う
東
北
蔑
視
の
言
を
ふ
ま
え
る
「
河
北
」
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
（97）1172
と
い
う
語
を
使
っ
て
、
公
明
正
大
な
本
当
の
正
義
を
唱
え
た
の
は
、
会
津
以
北
の
人
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
　
45
句
か
ら
48
句
ま
で
は
、
会
津
若
松
城
、
こ
と
鶴
ケ
城
に
立
て
こ
も
っ
た
会
津
軍
と
西
軍
と
の
攻
防
を
叙
す
る
の
に
、
中
国
の
戦
乱
の
故
事
を
以
て
し
た
。
45
句
は
、
至
徳
二
年
（
七
五
七
）、
唐
の
張
巡
が
河
南
省
睢
陽
で
安
禄
山
の
死
後
、
安
慶
緒
を
相
手
に
籠
城
し
て
味
方
の
援
護
も
な
い
ま
ま
四
百
次
に
亘
っ
て
徹
底
抗
戦
し
た
末
に
敗
れ
た
史
実
（『
旧
唐
書
』
巻
一
八
七
、『
新
唐
書
』
巻
一
九
二
）
を
踏
み
、
46
句
は
山
東
省
即
墨
で
城
に
こ
も
っ
て
守
勢
で
あ
っ
た
斉
の
田
単
が
、
火
牛
攻
め
の
奇
策
で
燕
の
楽
毅
を
破
っ
た
史
実
（『
史
記
』
巻
八
十
二
「
田
単
列
伝
」）
を
使
う
。
張
巡
は
会
津
の
藩
主
や
軍
師
の
譬
え
で
あ
る
。
羽
峰
に
と
っ
て
「
弟
兄
啻
な
ら
ざ
る
」（『
環
碧
樓
遺
稿
』
詩
鈔
巻
三
「
哭
秋
月
韋
軒
」
詩
引
）
韋
軒
も
ま
た
不
撓
不
屈
の
範
と
す
べ
き
先
哲
と
し
て
張
巡
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、『
韋
軒
遺
稿
』
巻
一
の
「
張
巡
」
が
あ
っ
て
、「
大
義
千
年
氣
貫
虹
、
要
爲
厲
鬼
奏
餘
功
（
大
義
千
年
気
虹
を
貫
き
、
要
ら
ず
厲
鬼
と
為
つ
て
餘
功
を
奏
せ
ん
）」
の
一
聯
が
あ
る
こ
と
に
看
取
さ
れ
よ
う
。
張
巡
の
至
誠
の
気
を
「
虹
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
も
両
者
の
詞
藻
の
通
う
さ
ま
が
感
得
さ
れ
る
。
46
句
の
斉
の
田
単
は
史
実
で
は
勝
利
す
る
の
だ
が
、
籠
城
の
末
、
守
勢
を
攻
勢
に
転
じ
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
東
北
諸
藩
が
抗
戦
加
勢
し
た
な
ら
ば
、
会
津
が
薩
長
に
勝
利
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
と
い
う
仮
定
を
史
実
に
託
し
て
詠
じ
る
。
47
句
は
会
津
若
松
城
こ
と
、
鶴
ヶ
城
が
慶
應
四
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
ま
で
の
間
、
落
城
し
な
か
っ
た
こ
と
を
讃
え
る
。「
金
湯
」
は
「
金
城
湯
池
」
の
略
。
『
漢
書
』
蒯
通
伝
に
見
え
る
語
。
堅
固
な
構
え
の
城
を
い
う
。
48
句
は
会
津
勢
が
九
千
四
百
名
ほ
ど
で
、
薩
長
軍
が
約
七
万
五
千
名
と
い
う
圧
倒
的
劣
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
ヶ
月
間
籠
城
抗
戦
を
続
け
た
こ
と
を
讃
え
る
。
　
49
句
か
ら
52
句
も
ま
た
会
津
若
松
城
で
の
籠
城
を
詠
じ
る
。
49
句
の
「
鳥
居
子
」
は
、
難
解
だ
が
、
旗
本
幕
臣
の
攘
夷
佐
幕
論
者
と
し
て
は
、
会
津
藩
と
揆
を
一
に
し
た
鳥
居
耀
蔵
を
指
す
と
し
た
い
。
東
北
諸
藩
も
陸
続
と
「
官
軍
」
に
靡
く
情
勢
下
、
時
勢
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
ず
、
決
し
て
幕
府
へ
の
忠
誠
心
を
失
わ
な
か
っ
た
鳥
居
耀
蔵
の
よ
う
な
存
在
こ
そ
が
、
籠
城
の
窮
地
を
救
う
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
弘
化
二
年
以
降
、
幕
末
の
政
局
の
転
変
に
運
命
を
も
て
遊
ば
れ
、
讃
岐
丸
亀
藩
に
二
十
年
も
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
鳥
居
に
、
あ
ら
ぬ
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
謹
慎
の
日
々
を
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
会
津
藩
の
も
の
と
し
て
、
同
情
の
念
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。
50
句
の
「
鉄
丸
」
は
、
籠
城
中
の
西
軍
の
砲
撃
を
指
し
、
攻
撃
を
受
け
て
も
微
塵
も
ひ
る
ま
ず
に
抗
戦
を
続
け
た
こ
と
を
讃
え
る
。
51
句
は
錦
の
御
旗
を
ふ
り
か
ざ
す
西
軍
に
瞠
目
し
、
52
句
で
は
刀
折
れ
矢
尽
き
て
降
伏
、
城
を
明
け
渡
し
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
50
句
で
錦
の
御
旗
を
「
日
月
の
旌
旗
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
も
と
よ
り
紅
地
の
錦
の
御
旗
に
は
種
々
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
っ
て
、
金
色
の
日
像
と
銀
色
の
月
像
を
刺
繍
し
た
二
種
で
一
組
の
も
の
も
あ
る
の
で
、
自
然
な
表
現
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
会
津
藩
に
と
っ
て
孝
明
天
皇
は
「
日
」
で
あ
り
、
明
治
天
皇
は
「
幼
帝
」
に
し
て
、「
月
」
で
し
か
な
い
。
ま
た
「
官
軍
」
「
賊
軍
」
と
い
う
呼
称
を
容
認
で
き
な
か
っ
た
会
津
藩
士
と
し
て
、「
御
旗
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
こ
と
を
難
ん
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
錦
の
御
旗
を
考
案
し
た
岩
倉
具
視
等
は
、
日
月
星
辰
輝
け
る
も
の
を
網
羅
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
1171（98）
羽
峰
は
本
詩
に
お
い
て
、
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、
会
津
藩
、
あ
る
い
は
藩
主
容
保
に
と
っ
て
、
孝
明
天
皇
と
明
治
天
皇
と
の
決
定
的
落
差
を
主
張
す
る
。
ま
し
て
や
「
月
」
た
る
明
治
天
皇
の
夜
の
輝
き
は
、
薩
長
な
ど
の
「
姦
賊
」
を
象
徴
す
る
「
浮
雲
」
に
蔽
わ
れ
て
さ
え
い
る
の
で
あ
る
。
錦
の
御
旗
は
す
で
に
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
時
点
で
、
薩
長
が
で
っ
ち
あ
げ
た
道
具
と
し
て
へ
ん
ぽ
ん
と
靡
か
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
慶
應
四
年
九
月
四
日
に
米
沢
藩
が
、
十
日
に
は
仙
台
藩
が
降
伏
し
、
前
節
の
秋
月
の
墓
碑
銘
で
版
本
か
ら
は
削
除
さ
れ
た
部
分
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
米
沢
藩
が
「
西
師
は
実
は
王
師
な
り
」
と
会
津
に
も
降
伏
を
勧
め
た
こ
と
を
暗
示
す
る
修
辞
と
解
す
る
。
　
53
・
54
句
「
君
臣
分
離
鴻
鯉
絶
、
天
涯
堕
角
三
千
里
」
と
い
う
の
は
、
会
津
藩
士
で
あ
る
羽
峰
は
越
後
高
田
藩
に
謹
慎
、
韋
軒
は
猪
苗
代
に
謹
慎
さ
せ
ら
れ
、
藩
主
容
保
は
、
九
月
二
十
二
日
に
妙
国
寺
へ
と
移
さ
れ
、
十
月
十
九
日
か
ら
は
江
戸
に
護
送
さ
れ
て
君
臣
の
間
で
音
信
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
よ
う
に
遠
く
引
き
離
さ
れ
た
こ
と
を
詠
じ
る
。
続
く
二
句
は
晩
秋
の
風
に
吹
か
れ
て
、
涙
を
流
す
だ
け
で
な
す
す
べ
を
知
ら
な
い
死
に
体
の
自
画
像
で
あ
る
。
季
節
は
ず
れ
で
は
あ
る
が
、
慟
哭
し
て
血
を
吐
く
よ
う
に
し
て
本
詩
を
詠
じ
る
自
画
像
を
「
杜
鵑
」
と
し
た
。
こ
の
表
現
は
羽
峰
の
別
の
秋
の
詩
で
も
「
杜
鵑
哭
血
緑
陰
昏
、
憂
心
殷
殷
酒
難
醺
（
杜
鵑
血
を
哭
し
て
緑
陰
昏
く
、
憂
心
殷
殷
酒
醺
じ
難
し
）」（『
環
碧
樓
遺
稿
』
詩
鈔
巻
一
「
寄
在
東
京
人
」）
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
　
57
〜
60
句
の
中
、
57
・
58
句
に
つ
い
て
は
本
詩
に
お
い
て
三
度
反
覆
さ
れ
る
着
目
す
べ
き
修
辞
と
し
て
後
述
す
る
が
、
明
治
三
年
に
本
詩
が
詠
じ
ら
れ
た
時
点
で
の
、
希
望
的
未
来
像
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
薩
長
藩
閥
が
専
横
を
極
め
る
現
状
は
、
ほ
ど
な
く
是
正
さ
れ
、
会
津
藩
と
藩
主
の
「
至
誠
」
が
天
皇
か
ら
も
他
藩
の
人
士
か
ら
も
再
び
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
希
望
が
託
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
証
し
立
て
る
宸
翰
と
詔
勅
と
が
、
近
い
将
来
天
皇
か
ら
会
津
藩
に
下
賜
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
詠
じ
る
の
が
59
・
60
句
で
あ
る
。
　
61
〜
64
句
は
、
明
治
二
年
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
容
保
の
実
子
慶
三
郎
容
大
が
、
家
名
相
続
を
認
め
ら
れ
、
陸
奥
国
三
万
石
の
支
配
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
会
津
藩
が
新
し
い
領
土
で
新
た
な
繁
栄
の
礎
を
築
か
ん
こ
と
を
祝
し
て
筆
を
擱
く
。
翌
年
明
治
三
年
五
月
に
容
大
は
陸
奥
斗
南
藩
知
事
に
任
じ
ら
れ
、
明
治
四
年
に
は
容
保
も
ま
た
和
歌
山
藩
預
か
り
か
ら
斗
南
藩
預
か
り
に
替
え
ら
れ
る
が
、
明
治
三
年
正
月
の
年
記
を
有
す
る
本
作
で
は
そ
の
よ
う
な
動
向
に
つ
い
て
内
々
に
側
聞
す
る
所
が
あ
っ
た
程
度
で
あ
ろ
う
。
63
句
は
、
会
津
藩
主
に
該
当
す
る
嬰
児
容
大
の
こ
と
を
指
し
て
「
斉
王
」
と
す
る
。
46
句
の
「
腥
風
地
を
捲
く
斉
の
即
墨
」
と
い
う
句
を
受
け
て
、
籠
城
の
末
に
逆
転
勝
利
し
た
田
単
が
仕
え
た
「
斉
王
」
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
中
国
の
歴
史
で
勝
利
し
た
斉
軍
に
会
津
藩
兵
を
擬
し
て
い
る
羽
峰
の
寓
意
は
深
い
。
精
神
に
お
い
て
は
、
「
西
軍
」
を
「
官
軍
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
、「
東
軍
」
を
「
賊
軍
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
、
さ
ら
に
は
会
津
藩
が
敗
北
し
た
こ
と
も
決
し
て
認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
思
い
が
、
容
保
が
終
生
肌
身
離
さ
ず
捧
持
し
て
い
た
と
い
う
孝
明
天
皇
か
ら
の
宸
翰
を
明
治
二
十
九
年
七
月
十
一
日
に
史
談
会
席
上
で
初
め
て
公
表
す
る
こ
と
に
ま
で
繋
が
っ
て
ゆ
く
（
小
林
氏
前
掲
書
一
三
頁
）。
「
魚
塩
の
利
に
富
む
」
と
い
う
表
現
に
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
一
）
か
ら
慶
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
（99）1170
應
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
、
六
年
に
も
亘
っ
て
蝦
夷
地
の
警
衛
と
代
官
職
に
就
い
た
日
々
の
観
察
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
虚
辞
で
は
な
い
。
秋
月
韋
軒
も
ま
た
藩
内
の
妬
み
を
買
っ
て
慶
應
元
年
に
一
年
間
だ
け
、
蝦
夷
地
代
官
職
に
左
遷
せ
ら
れ
て
、
羽
峰
と
分
治
す
る
が
、
極
北
の
地
で
苦
難
を
分
か
ち
合
っ
た
者
同
士
と
い
う
思
い
は
、
前
節
で
見
た
羽
峰
の
撰
し
た
韋
軒
の
墓
碑
銘
に
露
わ
で
あ
っ
た
。
　
全
体
を
概
観
し
た
上
で
、
先
ず
着
目
す
べ
き
は
歌
い
出
し
で
あ
る
。「
白
虹
日
を
貫
く 
至
誠
自よ
り
し
」
と
い
う
第
一
句
は
、
明
ら
か
に
韋
軒
詩
の
第
六
句
「
我
が
公 
日
を
貫
く 
至
誠
よ
り
発
す
」
に
由
来
す
る
も
の
と
し
た
い
。
こ
こ
に
「
貫
日
」
と
い
う
語
に
加
え
て
、「
至
誠
」
と
い
う
会
津
藩
士
、
特
に
藩
主
松
平
容
保
の
姿
勢
を
形
容
す
る
語
が
共
通
す
る
こ
と
は
看
過
し
え
な
い
。
松
平
容
保
は
韋
軒
と
近
し
か
っ
た
も
う
一
人
の
会
津
藩
士
廣
澤
安
任
に
拠
れ
ば
「
公
資
性
温
順
に
し
て
、
忠
誠
の
言
は
肺
肝
自
り
出
づ
」（『
幕
末
会
津
志
士
傳
稿
本
』）
と
い
う
人
柄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、「
至
誠
自
り
し
」
と
い
う
羽
峰
の
修
辞
は
、
韋
軒
の
詩
に
羽
峰
が
寄
せ
た
評
語
「
語
々
肺
腑
の
中
自
り
発
す
」「
其
の
文
詩
皆
肺
肝
よ
り
発
す
」
と
も
無
縁
で
は
な
く
、
こ
の
修
辞
の
点
で
も
藩
主
の
精
神
を
二
人
が
わ
が
も
の
と
し
て
い
た
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
敢
え
て
強
辯
す
れ
ば
、
藩
主
容
保
の
孝
明
天
皇
へ
の
「
至
誠
」
は
、
韋
軒
、
羽
峰
に
も
共
有
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
精
神
は
詩
語
の
中
に
も
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
韋
軒
、
羽
峰
が
会
津
藩
士
で
は
中
堅
ど
こ
ろ
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
藩
主
容
保
の
京
都
守
護
職
に
随
行
、
上
級
藩
士
に
妬
ま
れ
て
、
会
津
に
戻
さ
れ
た
り
、
蝦
夷
に
ま
で
左
遷
さ
れ
る
と
い
う
憂
き
目
を
も
共
に
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
阻
め
え
た
の
に
な
し
え
な
か
っ
た
藩
主
容
保
に
一
片
の
含
む
所
も
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
の
「
至
誠
」
な
る
語
の
共
有
に
示
さ
れ
て
い
る
。
３
と
４
句
と
は
、
戊
辰
戦
争
の
経
緯
と
功
罪
に
つ
い
て
は
、
誰
も
何
も
語
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
誰
が
正
し
く
て
誰
が
間
違
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
天
帝
が
ご
照
覧
に
な
っ
て
い
て
、
公
平
な
評
が
下
さ
る
べ
き
で
、
吾
が
会
津
藩
が
逆
賊
で
あ
る
と
か
、
賊
軍
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
断
じ
て
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
外
に
込
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
　
全
六
十
四
句
と
い
う
の
は
、
羽
峰
の
長
編
古
詩
少
な
く
な
い
中
で
も
最
長
の
も
の
で
あ
る
。
最
長
で
あ
り
、
韻
律
の
規
則
の
緩
や
か
な
古
詩
で
は
あ
る
が
、
「
至
誠
貫
日
」
と
い
う
表
現
が
二
度
、「
浮
雲
蔽
月
」
と
い
う
表
現
が
二
度
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
浮
雲
蔽
帝
閽
」
と
い
う
表
現
が
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
度
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
修
辞
的
に
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
が
、
こ
の
修
辞
に
注
い
だ
羽
峰
の
情
念
の
熾
烈
さ
を
反
映
す
る
。
同
時
に
こ
の
反
復
の
間
に
は
意
味
上
、
微
妙
な
位
相
差
が
存
し
、
同
じ
文
字
を
使
用
し
て
も
指
示
す
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
す
で
に
韋
軒
の
詩
に
つ
い
て
説
明
す
る
折
り
に
触
れ
た
が
、
盟
友
韋
軒
の
詩
を
、
作
ら
れ
た
直
後
に
羽
峰
が
知
り
、
満
腔
の
共
感
を
寄
せ
た
こ
と
に
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
版
本
『
韋
軒
遺
稿
』
の
羽
峰
の
評
語
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
版
本
未
収
録
の
長
編
古
詩
の
冒
頭
に
盟
友
の
表
現
を
借
り
来
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
こ
と
を
明
示
し
な
い
の
は
、
詩
句
の
内
容
が
忌
憚
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
故
と
推
察
さ
れ
る
。
韋
軒
詩
で
は
ま
だ
曖
昧
で
あ
っ
た
表
現
が
、
よ
り
明
確
な
も
の
と
な
る
。
韋
軒
の
詩
で
は
「
幾
度
か
額
手
し
て 
京
城
を
望
む
、
之
を
思
ひ
之
1169（100）
を
思
ひ
夕
べ
よ
り
晨
に
達
す
」
と
あ
っ
て
、
天
皇
の
居
る
宮
廷
を
望
見
す
る
句
と
「
風
淅
瀝
と
し
て 
雲
惨
憺
」
と
、
そ
の
視
界
を
閉
ざ
し
て
、
絶
望
的
な
「
何
れ
の
地
に
か
君
を
置
き
又
た
親
を
置
か
ん
」
と
い
う
最
終
句
と
が
離
れ
て
い
て
、
手
を
額
に
か
ざ
し
て
遠
く
を
見
て
い
る
韋
軒
そ
の
人
の
視
界
が
「
惨
憺
た
る
」
「
雲
」
や
「
淅
瀝
」
た
る
「
風
」
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
る
こ
と
が
詩
の
余
韻
の
中
で
漸
く
想
到
し
う
る
。と
こ
ろ
が
、羽
峰
の
表
現
で
は
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
「
浮
雲
月
を
蔽
ひ
」
に
お
い
て
、
こ
の
「
月
」
は
「
浮
雲
」
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
月
」
は
中
間
の
句
「
浮
雲
帝
閽
を
蔽
ひ
」
で
、「
帝
閽
」
＝
宮
廷
、
天
皇
を
指
す
も
の
と
な
る
の
で
、「
浮
雲
」
は
天
皇
の
聡
明
を
邪
魔
す
る
君
側
の
奸
臣
た
ち
の
存
在
を
暗
示
す
る
。
羽
峰
が
楠
木
正
成
を
詠
じ
た
「
賜
硯
歌
贈
成
瀬
大
域
」
で
「
中
興
之
業
遂
不
終
、
浮
雲
蔽
日
再
昏
蒙
（
中
興
の
業
遂
に
終
ら
ず
、
浮
雲
日
を
蔽
ひ
て
再
び
昏
蒙
）」
と
い
う
一
聯
は
、
建
武
の
新
政
が
挫
折
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
が
吉
野
に
追
い
や
ら
れ
た
状
況
を
詠
じ
て
、「
浮
雲
」
を
足
利
の
比
喩
と
し
、「
日
」
を
以
て
天
皇
を
譬
え
る
こ
と
は
詠
史
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
穏
当
で
あ
っ
た
が
、
本
詩
で
は
自
ら
が
渦
中
に
あ
っ
た
戊
辰
戦
争
前
後
を
詠
じ
て
い
る
の
が
破
格
だ
。
さ
ら
に
羽
峰
の
修
辞
が
激
烈
な
の
は
、
二
度
の
反
覆
に
お
い
て
「
蔽
月
」
と
「
貫
日
」
と
が
対
を
為
し
、
同
じ
天
皇
を
指
す
語
で
も
「
日
」
と
「
月
」
と
で
差
別
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
至
誠
」
あ
る
い
は
「
白
虹
」
が
「
貫
く
」「
日
」
は
、
松
平
容
保
の
忠
誠
を
嘉
納
し
、
絶
大
の
信
頼
を
寄
せ
て
、
宸
翰
を
幾
度
も
賜
っ
た
孝
明
天
皇
で
あ
る
。
か
た
や
、
薩
長
や
攘
夷
派
の
公
家
に
担
ぎ
出
さ
れ
た
睦
仁
親
王
こ
と
明
治
天
皇
を
大
胆
に
も
「
月
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
太
陽
に
は
劣
る
が
月
に
は
月
の
輝
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
夜
の
輝
き
で
す
ら
、「
浮
雲
」
＝
薩
長
の
奸
臣
た
ち
の
邪
佞
、
に
蔽
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
浮
雲
」
が
、
空
に
浮
か
ぶ
長
閑
な
景
物
で
は
な
く
、『
論
語
』
述
而
の
「
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我
に
於
い
て
浮
雲
の
如
し
」
の
寓
意
が
こ
め
ら
れ
る
。
三
度
目
の
反
覆
は
第
57
・
58
句
で
な
さ
れ
て
い
た
が
、
57
句
は
、
会
津
藩
な
ど
の
東
軍
の
正
義
が
認
め
ら
れ
ぬ
時
間
は
そ
う
長
く
は
続
か
な
い
と
し
、
58
句
は
明
治
天
皇
も
孝
明
天
皇
と
同
じ
く
会
津
人
の
「
至
誠
」
を
嘉
納
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
希
望
を
詠
じ
る
。「
天
人
知
」
は
『
後
漢
書
』
楊
震
伝
の
「
天
知
る
、
地
知
る
、
我
知
る
、
人
知
る
」
を
約
め
た
も
の
だ
が
、「
天
」
は
「
日
」
同
様
、
天
皇
の
暗
喩
で
も
あ
る
の
が
巧
み
で
あ
る
。
盟
友
韋
軒
の
詩
を
反
覆
暗
唱
し
て
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
た
上
に
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
自
ら
の
真
情
を
托
し
た
詩
が
こ
の
六
十
四
句
の
長
編
古
詩
で
あ
り
、
そ
の
一
端
を
と
っ
て
も
、
こ
れ
だ
け
、
激
烈
な
表
現
を
事
と
す
る
こ
の
詩
が
、
版
本
に
掲
載
さ
れ
ず
、
一
部
の
会
津
の
人
士
に
の
み
伝
誦
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
所
以
で
あ
る
。
　
会
津
藩
、
藩
主
、
藩
士
の
「
至
誠
」
が
孝
明
「
天
皇
」
の
魂
を
も
貫
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
孝
明
帝
が
容
保
に
下
賜
さ
れ
た
数
々
の
御
詠
の
中
の
「
た
や
す
か
ら
ざ
る
世
に
も
の
の
ふ
の
忠
誠
の
こ
こ
ろ
を
よ
ろ
こ
ひ
て
よ
め
る
」
と
前
書
き
さ
れ
た
「
も
の
の
ふ
と
こ
こ
ろ
あ
は
し
て
巖
を
も
つ
ら
ぬ
き
て
ま
し
世
々
の
お
も
ひ
て
」
に
認
め
ら
れ
る
。
容
保
の
諡
に
忠
誠
公
が
あ
る
が
、
こ
の
御
詠
の
前
書
き
も
そ
の
呼
称
を
な
す
一
因
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
本
詩
に
お
い
て
会
津
藩
主
、
藩
士
の
「
至
誠
」
の
暗
喩
で
あ
り
、
か
つ
天
皇
の
象
徴
た
る
「
天
」「
日
」
を
貫
く
「
白
虹
」
に
は
、『
戦
国
策
』
魏
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
（101）1168
策
四
で
「
聶
政
の
韓
傀
を
刺
す
や
、
白
虹
日
を
貫
く
」
と
い
う
用
例
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
椿
事
が
出
来
し
た
場
合
の
異
常
な
天
象
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
す
で
に
小
林
修
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
史
記
』
魯
仲
連
鄒
陽
列
伝
に
も
「
昔
者
、
荊
軻
燕
丹
の
義
を
慕
ひ
、
白
虹
日
を
貫
く
」
と
あ
る
。
荊
軻
の
場
合
、
秦
の
始
皇
帝
の
暗
殺
に
失
敗
し
て
返
り
討
ち
に
遭
う
の
で
、「
白
虹
貫
日
」
は
椿
事
出
来
の
際
の
天
象
と
は
な
ら
ず
、
強
国
秦
に
一
矢
報
い
よ
う
と
す
る
燕
の
太
子
丹
の
義
俠
心
に
報
い
よ
う
と
す
る
志
の
象
徴
と
な
り
、
こ
れ
を
淵
源
と
し
て
、
「
白
虹
」
は
会
津
の
「
至
誠
」
の
象
徴
た
り
え
た
。「
白
虹
貫
日
」
は
、
唐
宋
の
詩
文
に
あ
ま
た
用
例
の
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
初
唐
、
沈
彬
「
結
客
少
年
場
行
」
に
「
義
を
重
ん
じ
て
生
を
軽
ん
ず
る
は
一
剣
知
る
、
白
虹 
日
を
貫
き 
讐
に
報
ゐ
て
帰
る
」
と
い
う
場
合
、
仇
敵
を
剣
で
貫
く
殺
気
の
象
徴
と
し
て
「
白
虹
」
は
使
わ
れ
る
。
初
唐
、
駱
賓
王
「
辺
城
落
日
」
に
は
「
壮
志 
蒼
兜
を
凌
ぎ
、
精
誠 
白
虹
を
貫
く
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
至
誠
」
の
暗
喩
と
す
る
た
め
の
好
個
の
先
例
と
な
る
。
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
秋
月
韋
軒
の
詠
史
詩
「
張
巡
」
に
「
気
虹
を
貫
く
」
と
あ
っ
た
盛
唐
の
軍
人
張
巡
に
「
鐵
筆
歌
」
が
あ
っ
て
、「
力
抜
山
兮
勢
雄
、
氣
貫
日
兮
虹
霓
（
力
は
山
を
抜
く
勢
い
雄
に
し
て
、
気
は
日
を
貫
く
虹
霓
な
り
）」
と
あ
る
こ
と
で
、
羽
峰
も
韋
軒
も
張
巡
の
こ
の
修
辞
は
舌
頭
に
千
転
さ
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
て
、
元
の
鄭
元
祐
の
「
高
昌
契
侯
の
三
節
堂
」
に
「
忠
誠
天
を
貫
き
、
白
虹
触
起
す
」
と
あ
る
の
で
は
、「
白
虹
」
が
「
忠
誠
」
の
代
名
詞
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
羽
峰
、
そ
し
て
韋
軒
の
用
法
は
、
唐
土
の
詩
文
の
用
法
か
ら
逸
脱
す
る
恣
意
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
四
、
奥
平
謙
輔
の
次
韻
韋
軒
詩
　
韋
軒
の
嘆
願
を
容
れ
て
会
津
藩
を
存
亡
の
危
機
か
ら
救
っ
た
長
州
藩
士
奥
平
謙
輔
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
萩
の
乱
で
蹶
起
し
、
事
成
ら
ず
、
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
る
。
刑
死
直
前
に
第
一
節
で
見
た
韋
軒
詩
に
対
し
て
次
韻
詩
を
作
っ
た
。
題
し
て
「
次
秋
月
胤
永
檻
車
中
韻
（
秋
月
胤
永
の
檻
車
中
の
韻
に
次
す
）」。
秋
月
の
原
詩
は
八
年
前
の
鶴
ヶ
城
明
け
渡
し
の
後
の
詠
で
、
詩
題
に
あ
る
よ
う
に
幽
閉
中
で
あ
っ
た
秋
月
が
変
装
し
て
会
津
を
抜
け
出
し
、
新
潟
へ
奥
平
に
会
い
に
行
っ
た
後
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
奥
平
は
こ
の
詩
を
秋
月
が
囚
人
と
し
て
護
送
さ
れ
た
時
期
に
初
め
て
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
檻
車
中
の
韻
」
と
い
う
表
現
を
取
っ
て
い
る
。
松
本
健
一
氏
は
そ
の
著
『
秋
月
悌
次
郎
│
日
本
の
面
影　
決
定
版
』（
二
〇
一
三
、
中
央
公
論
社
）
に
お
い
て
、
こ
の
奥
平
の
詩
を
、
萩
の
乱
で
蹶
起
し
て
事
破
れ
た
後
、「
虜
囚
と
な
っ
て
檻
車
で
送
ら
れ
る
さ
な
か
に
奥
平
が
つ
く
っ
た
詩
」
と
し
て
い
る
が
、「
檻
車
中
」
と
い
う
の
は
、
語
順
か
ら
い
っ
て
、
明
ら
か
に
秋
月
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
松
本
氏
の
誤
読
で
あ
る
。
奥
平
は
秋
月
の
原
詩
を
そ
ら
ん
じ
て
い
て
、
そ
の
韻
字
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
次
韻
詩
を
作
っ
た
の
だ
が
、「
有
故
潜
行
北
越
。
歸
途
所
得
」
と
い
う
詩
題
を
失
念
し
、
た
め
に
秋
月
の
詩
の
成
っ
た
状
況
に
つ
い
て
「
檻
車
中
」
で
の
こ
と
と
す
る
誤
解
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
詩
本
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
内
奸
未
除
遑
顧
家　
内
奸
未
だ
除
か
れ
ず 
家
を
顧
み
る
に
遑
あ
ら
ん
や
1167（102）
轅
門
草
檄
字
如
鴉　
轅
門
檄
を
草
す 
字
鴉
の
如
し
市
城
一
戰
非
吾
志　
市
城
の
一
戦 
吾
が
志
に
非
ず
勢
如
騎
虎
不
及
嗟　
勢
い
騎
虎
の
如
く 
嗟さ
す
る
も
及
ば
ず
掃
盡
妖
氛
天
日
明　
妖
氛
を
掃
ひ
尽
く
せ
ば 
天
日
明
ら
か
な
ら
ん
詔
書
屢
下
褒
忠
誠　
詔
書
屢
々
下
り
て 
忠
誠
を
褒
め
ら
れ
ん
行
者
匍
匐
騎
者
下　
行
く
者
は
匍
匐
し 
騎
す
る
者
は
下
ら
ん
鼓
吹
振
旅
入
王
城　
鼓
吹
振
旅
し
て 
王
城
に
入
ら
ん
楚
囚
纓
冠
晨
復
晨　
楚
囚
の
纓
冠 
晨
復
た
晨
追
懐
往
事
涙
霑
巾　
往
事
を
追
懐
す
れ
ば 
涙
巾
を
霑うる
ほ
す
嗚
呼
維
昔
忠
孝
士　
嗚
呼 
維
れ
昔 
忠
孝
の
士
安
有
今
日
負
君
親　
安
ん
ぞ
今
日
君
親
に
負そむ
く
こ
と
有
ら
ん
や
　
秋
月
の
原
詩
は
会
津
鶴
ヶ
城
落
城
後
の
明
治
元
年
十
月
の
詠
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
次
韻
詩
は
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
も
奥
平
が
コ
ミ
ッ
ト
し
た
明
治
九
年
の
萩
の
乱
の
失
敗
後
の
詠
で
あ
る
。
　
第
一
句
・
第
二
句
は
、
明
治
二
年
か
ら
郷
里
萩
に
戻
っ
て
い
た
奥
平
は
、
維
新
前
夜
に
は
攘
夷
論
者
で
あ
っ
た
同
志
大
久
保
利
通
等
が
、
維
新
後
は
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
、
西
洋
文
明
に
追
随
す
る
姿
勢
を
露
わ
に
し
た
こ
と
に
不
満
を
抑
え
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
維
新
後
は
攘
夷
論
者
と
な
り
、
政
権
掌
握
者
た
ち
を
蛇
蝎
視
す
る
。
前
原
一
誠
と
組
ん
だ
奥
平
は
、
藩
校
明
倫
館
を
拠
点
に
県
庁
襲
撃
を
も
く
ろ
ん
で
、
坂
上
忠
介
、
今
田
浪
江
ら
を
糾
合
せ
ん
と
し
て
檄
文
を
草
し
た
が
、
こ
の
呼
び
か
け
自
体
は
、
前
原
の
意
図
で
奥
平
は
市
街
戦
を
不
本
意
と
し
て
い
た
が
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
第
三
句
・
第
四
句
で
あ
る
。
　
第
五
句
は
、
秋
月
の
「
風
淅
瀝
兮
雲
惨
憺
」
が
天
皇
の
ま
し
ま
す
「
京
城
」
を
視
界
か
ら
閉
ざ
し
、
南
摩
の
「
浮
雲
」
が
「
帝
閽
」
や
明
治
天
皇
を
象
徴
す
る
「
月
」
を
「
蔽
」
っ
て
い
て
、
謂
わ
ば
絶
望
の
表
現
と
な
っ
て
い
た
の
と
は
事
変
わ
り
、
そ
の
「
惨
憺
」
た
る
「
雲
」
や
「
浮
雲
」
を
「
妖
雰
」
と
言
い
換
え
て
、
奥
平
は
果
敢
に
も
自
ら
そ
れ
を
「
掃
ひ
尽
」
さ
ん
と
す
る
。
同
じ
君
側
の
姦
を
詠
じ
て
も
、
秋
月
は
婉
曲
的
で
あ
り
、
南
摩
は
や
や
絶
望
的
で
あ
り
、
奥
平
は
悲
壮
な
覚
悟
を
表
出
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
末
路
と
が
一
の
詩
句
に
凝
縮
さ
れ
る
。
奥
平
の
句
は
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
は
い
る
が
、
次
の
第
六
句
を
見
る
と
や
は
り
、
明
治
天
皇
の
周
囲
か
ら
「
妖
雰
」
た
る
薩
長
藩
閥
を
駆
逐
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
実
現
不
可
能
な
こ
と
と
諦
観
し
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
の
奥
平
の
表
現
は
、
会
津
藩
が
戊
辰
戦
争
以
前
京
都
守
護
職
時
代
に
、
孝
明
天
皇
か
ら
し
ば
し
ば
褒
賞
や
宸
翰
を
賜
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
蹶
起
し
て
も
し
も
明
治
天
皇
の
周
囲
か
ら
「
妖
雰
」
を
取
り
除
け
る
な
ら
ば
、
今
上
陛
下
も
ま
た
孝
明
帝
の
よ
う
に
自
分
た
ち
を
ね
ぎ
ら
っ
て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
萩
の
乱
が
失
敗
し
て
収
監
さ
れ
て
い
る
奥
平
が
か
か
る
希
望
を
詠
じ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
は
か
な
い
絵
空
ご
と
な
の
で
あ
っ
た
。
　
「
妖
雰
」
と
い
う
語
を
奥
平
は
、「
聞
源
子
明
名
久
矣
云
々
」
詩
に
お
い
て
は
「
妖
氛
惨
憺
接
家
邦
、
撃
楫
中
流
夜
誓
江
（
妖
雰
惨
憺
家
邦
に
接
し
、
楫
を
撃
つ
中
流
夜
江
に
誓
ふ
）」
な
ど
と
遣
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
幕
府
軍
の
脅
威
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
「
詠
讀
松
陰
遺
稿
有
感
」
に
お
い
て
は
、「
致
身
誓
欲
掃
妖
氛
、
一
夕
夢
迷
東
海
雲
（
身
を
致
し
て
誓
つ
て
妖
雰
を
掃
は
ん
と
幕
末
維
新
期
の
会
津
藩
士
の
真
情
（103）1166
欲
し
、
一
夕
夢
は
迷
ふ
東
海
の
雲
）」
と
詠
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
続
く
一
聯
に
「
今
日
和
親
非
宿
志
、
當
年
尊
攘
所
嘗
聞
（
今
日
の
和
親
は
宿
志
に
非
ず
、
当
年
の
尊
攘
嘗
て
聞
く
所
）」
と
し
て
あ
る
の
で
、
松
陰
の
肉
声
を
聞
い
た
も
の
と
し
て
、
諸
外
国
の
脅
威
を
「
妖
氛
」
と
呼
ん
で
い
る
。
　
前
節
で
見
た
羽
峰
も
ま
た
詩
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
で
「
妖
雰
」
を
遣
う
。
「
掃
蕩
妖
氛
定
京
畿
、
嘉
謀
密
策
眞
良
輔
（
妖
雰
を
掃
蕩
し
て
京
畿
を
定
め
ん
、
嘉
謀
密
策
真
の
良
輔
）」（「
詠
史
」）
は
、
信
長
に
仕
え
た
稲
葉
一
鉄
を
詠
じ
た
も
の
だ
か
ら
、
戦
国
時
代
の
戦
乱
う
ち
続
く
不
穏
な
空
気
を
「
妖
氛
」
と
し
た
。
　
ま
た
「
海
西
逆
浪
連
天
怒
、
漠
北
妖
雲
蔽
日
陰
（
海
西
の
逆
浪
天
に
連
つ
て
怒
り
、
漠
北
の
妖
雲
日
を
蔽
ひ
て
陰
ら
し
む
）」（「
丁
酉
歳
晩
有
感
」）
と
い
う
の
は
、
日
清
戦
争
後
、
日
露
戦
争
前
夜
の
日
本
の
北
方
の
不
穏
な
情
勢
を
暗
示
し
て
「
妖
雲
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
蔽
は
」
れ
る
「
日
」
は
天
皇
を
暗
示
す
る
ま
で
の
寓
意
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
羽
峰
が
「
弔
白
虎
隊
士
墓
」
で
詠
じ
た
「
妖
雲
蔽
日
日
失
明
、
天
柱
折
兮
地
軸
傾
（
妖
雲
日
を
蔽
ひ
て
日 
明
を
失
し
、
天
柱
折
れ
地
軸
傾
く
）」
は
、「
浮
雲
」
を
一
目
瞭
然
の
不
吉
の
も
の
と
し
て
表
現
し
た
も
の
で
、
勿
論
薩
長
軍
を
暗
示
す
る
。
こ
こ
で
は
「
日
を
蔽
ふ
」
と
い
う
表
現
も
続
き
、
ダ
メ
を
押
す
よ
う
に
「
日
明
を
失
す
」
と
す
る
天
に
「
明
治
天
皇
の
理
性
や
判
断
力
が
君
側
の
姦
に
邪
魔
さ
れ
て
に
ぶ
っ
て
い
る
」
と
い
う
寓
意
が
露
わ
で
あ
ろ
う
。
　
第
七
句
・
八
句
も
ま
た
仮
想
の
幻
影
を
詠
じ
続
け
る
。「
歩
く
者
は
土
下
座
し
、
馬
上
の
者
は
馬
よ
り
お
り
て
、
凱
旋
す
る
わ
れ
ら
の
軍
隊
を
に
ぎ
に
ぎ
し
く
出
迎
え
、
宮
中
に
招
き
入
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
蹶
起
が
成
功
し
て
、
君
側
の
姦
を
駆
逐
し
お
お
せ
る
と
い
う
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
状
況
が
実
現
し
た
場
合
の
幻
想
で
あ
っ
た
。
十
句
目
に
「
追
懐
往
事
」
と
あ
る
の
で
、
第
七
〜
九
句
を
「
北
征
」
で
の
勝
利
に
自
己
陶
酔
し
た
姿
を
詠
じ
た
と
す
る
と
、
第
五
句
の
「
妖
雰
」
が
会
津
軍
な
ど
を
指
す
こ
と
と
な
り
、「
東
師
」
と
し
た
奥
平
の
繊
細
さ
に
悖
る
の
で
そ
の
説
に
は
与
さ
な
い
。
　
第
九
句
・
十
句
は
、
捕
縛
さ
れ
た
後
の
現
実
に
立
ち
戻
っ
て
の
詠
で
あ
る
。
「
楚
囚
纓
冠
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
九
年
の
、
楚
の
鐘
儀
が
晋
に
捕
縛
さ
れ
た
後
も
、
常
に
楚
の
冠
を
か
ぶ
っ
て
、
故
国
を
忘
れ
ま
い
と
し
た
故
事
を
使
う
。「
纓
冠
」
は
役
人
と
し
て
の
冠
で
あ
る
か
ら
、
奥
平
は
自
分
も
も
と
は
中
央
政
府
に
仕
え
る
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
寓
し
て
い
る
。
明
治
九
年
十
一
月
五
日
に
萩
越
ヶ
浜
か
ら
東
京
へ
の
渡
航
に
失
敗
し
捕
縛
さ
れ
た
奥
平
は
、
弁
明
の
機
会
を
与
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
約
一
ヶ
月
後
の
十
二
月
三
日
に
斬
首
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
の
獄
中
の
日
々
に
上
の
漢
詩
は
成
っ
た
。「
晨
又
晨
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
獄
中
の
単
調
な
夜
明
け
の
反
復
を
詠
じ
る
。
回
顧
し
て
涙
を
滂
沱
と
流
す
「
往
事
」
と
は
、
原
詩
の
作
者
秋
月
と
の
交
流
、
と
く
に
原
詩
が
作
ら
れ
る
因
を
な
す
、
会
津
亡
国
を
救
わ
ん
と
す
る
奥
平
が
秋
月
に
寄
せ
た
書
簡
へ
の
返
答
を
口
ず
か
ら
伝
え
よ
う
と
し
て
、
秋
月
が
若
松
真
龍
寺
の
住
職
智
海
こ
と
河
井
善
順
の
従
僕
に
身
を
窶
し
て
、
奥
平
の
陣
営
が
あ
る
越
後
ま
で
潜
行
し
た
こ
と
な
ど
が
主
幹
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
　
尾
聯
は
、
い
さ
さ
か
自
嘲
気
味
に
、
逆
賊
、
反
乱
軍
と
規
定
さ
れ
て
、
収
監
さ
れ
た
自
分
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
儒
学
を
修
め
、
親
に
は
孝
を
尽
く
し
、
干
城
隊
を
率
い
て
、
天
皇
に
も
忠
節
を
尽
く
し
た
自
分
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
不
1165（104）
孝
者
、
反
乱
、
反
逆
の
レ
ッ
テ
ル
は
不
本
意
で
あ
る
と
詠
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
兄
弟
も
啻
な
ら
ぬ
会
津
藩
の
秋
月
と
南
摩
、
そ
し
て
立
場
上
は
敵
対
し
た
長
州
藩
の
奥
平
と
の
漢
詩
文
を
読
み
込
ん
で
き
た
。
秋
月
と
南
摩
、
秋
月
と
奥
平
と
は
固
い
精
神
的
紐
帯
で
結
び
つ
く
ば
か
り
か
、
詩
語
の
用
法
や
詩
句
の
構
成
、
漢
字
一
字
に
籠
め
た
万
感
の
思
い
と
い
う
点
で
、
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
勝
者
薩
長
藩
閥
政
府
の
価
値
観
に
迎
合
し
た
日
本
近
代
史
で
は
完
璧
に
捨
象
さ
れ
る
、
濃
や
か
な
心
の
襞
、
エ
ー
ト
ス
を
改
め
て
す
く
い
上
げ
る
作
業
で
あ
っ
た
。
南
摩
羽
峯
の
詩
句
「
今
古
茫
茫
唯
掻
頭
、
成
亦
有
妄
敗
有
義
（
今
古
茫
茫
唯
だ
頭
を
掻
く
の
み
、
成
に
も
亦
た
妄
有
り 
敗
に
も
義
有
り
）」（『
環
碧
樓
遺
稿
』
詩
鈔
巻
一
「
中
秋
與
諸
子
。
同
分
三
五
夜
中
新
月
色
。
二
千
里
外
故
人
心
爲
韻
。
得
二
字
」）
に
あ
る
よ
う
に
、
勝
者
薩
長
の
う
べ
な
う
史
観
が
絶
対
的
に
公
正
で
あ
る
は
ず
も
な
く
、
も
う
一
度
敗
者
の
正
義
を
救
済
す
る
視
点
か
ら
、
日
本
近
代
史
は
見
直
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
た
め
の
契
機
の
一
は
、
見
て
来
た
よ
う
な
敗
者
を
中
心
と
す
る
幕
末
維
新
期
の
士
人
た
ち
が
遺
し
た
膨
大
な
漢
詩
文
を
緻
密
に
読
み
直
す
こ
と
が
捷
径
と
思
わ
れ
る
。
